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船 舶 事故 に よる海洋 油濁 と被害第三 者 の損害(1)

一
、
序

説

二
、

ト
リ
キ

ヤ

ニ
オ

ソ
号
事

件

ω

事
実

の
概

要

②

事

故
原
因

と
油
濁
訴

訟

の
経
過

三
、
英
国

の
油
濁
求
償

に
関
す

る
指
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ω
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四
、
英
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法
行
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請
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因

ω

ト
レ
ス
パ

ス
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上
本
号
)

②

ニ
ュ
ー
サ
ソ
ス

㈲

ネ
グ
リ
ジ

ェ
ソ
ス

ω

因

果

関

係

五
、
海
洋
油
濁

に
関
す
る
現
行
法
制
と
国
際
的
立
法
の
動
向

「

序

説

近
年

に
お
け

る
海
上
運
送

の
著
し
い
変
容

は
、

「
難

護

」
と

「
海
上
公
害
」

と
を
、
き
わ
め
て
塞

な
関
係

に
お
い
て
結

び

つ
け

て
い
る
.
す
な
わ

ち
、
社
会
経
済

の
発
展

に
伴
う
藩

や
化
学
薬
品
な
ど
繕

の
農

肴

虫
梶

物
寡

海
上
藝

の
増
大
と
・
舘

の

大
型
化

.
専
用
化

の
傾
向
と
が
、
必
然
的

じ

」
・つ
し

凡̂
現
象
を

ク
甲

ズ

ア

ッ
ζ

せ
ず

に
は
お

か
な
い
の
で
あ

る
・
そ
う
し
た

;

の

典
型
と
し
て
最
近
と
く

簡

題
と
さ
れ
る

の
が
、
大
型
タ

ン
カ
乏

よ
る
海
洋
油
華

故

で
あ

る
・
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か

っ
た
・
と

こ
ろ
が
二

九

六
七
年

に
至

っ
て
、
難

圭

最
大

嘉

舶
譲

の

三

ト
リ
キ

ャ
ニ
オ

ソ
号
事
件
L
が
発
生

し
、

そ
れ

ま

で
と

か
く

将
来

的

な
問

題

と

し

て
認
識

さ
れ

、
回

避
さ
れ

が

ち

で
あ

っ
た
、

タ

ソ

カ
ー

の
海
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故

に
よ
る
油
濁
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険
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、
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呈
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困
難
な
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聡
)
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ろ
で
・
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件

の
き

つ
な
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事
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オ

ラ

ン
ダ

の

シ

ェ

ル
石

油

憲

の

タ

ン
ぞ

「
コ
一フ
テ

ィ

ア
号

」

(
三

、

一
五

三

ト

ン
)

と

の
衝

突

流

出

油

事

故

が

発

生

し

た
.

ニ

ト

リ

キ

ャ

ニ
オ

ソ
号

事

件

一
九

六
七
年

の
ト
リ
キ

ニ

オ
ソ
号
事
件

は
、
そ

の
損
害
額

の
規
模
と
馨

領
域

の
広
汎
な
る
占
描で
、
難

圭

最
大

の
船
舶
事
故

の

;

籔

え
ら
れ
る
が
・
同
時

に
・

こ
の
事
件

は
、
大
型

タ
ソ
カ
み

時
代

を
迎
え
窺

在

に
お

い
て
、
な
お
、
油
汚
濁
お
よ
び
油

の
海

上
運
送
窺

律
す

る
法
製

が

ま

っ
た
く

の
立
ち
遅
れ
状
能
心で
あ
る
こ
と
姦

見

さ
せ
、

こ
の
種

の
舞

譲

か
ら
生
じ
る
諸
種

の
法
律

的
問
磐

再
藏

さ
せ
た
葎

と
し
て
・
皆

す
べ
き
も

の
で
あ
る
.

そ
こ
で
、
本
節

で
は
、

こ
の
度

の
ト
リ
キ
ャ

ニ
オ
ソ
号
事
件

に
つ

い
て
・
そ

の
妻

関
係
と
鵠

求
償

の
震

釜

を
概
響

、
併
せ
て

こ
う
し
た
難

事
故

に
関
連
す
る
問
題
占
描
の
い
く

つ
か
を
鶉

し

て

い

こ
う

と

思

う

。

ω

妻

の
概
要

ぎ

§

ぎ

・
『
ξ

量

百

(
・
ソ
ド
ソ
お
よ
び
パ
ミ
、
-
ダ
て
設
山皿
登
記
さ
れ
、
実
篁

は
裸
傭
船
者
で

あ
粟

国

ヵ
ル
フ
ォ
ル

ニ
ア
:

三
.
…

∩
暑

…

§

案

列
雫

に
あ
る
子
会
社
で
あ
る
)
が

所
有

す

る
大

型

燃
油

タ

ソ

カ
ー

肩

。
..
唄

。
婁

8

L

(
=

・
犬

九
・
華

ソ
)

贈
、f

六
七
年

三
旦

八
星

副
九
時

過
ぎ

、
航
海

傭

船
者

-d
『寮

げ

℃
Φ
什噌。
『
Φ
g
B

。
。
『
づ
。
-

邑

8

の
原
油
約
+

二
万

ト
ソ
を
満
載
し
、

ペ
ル
シ
ャ
湾

の

三
冨

〉
;

ぎ

g
を

出
港
、
速
力
約
+
七

ノ

ッ
ト
で
英
国

の

護

。
.。

=
餌
垂

に
針
路

を
と
り
航
行
中

・
蕎

西
霊

師
沖
約
四
・
キ

・
の

§

琶

と

ω
・
}テ
、
誓

・

の
中
間

に
あ

.。
、
通
称

"
七

つ
岩
"
な

る
暗
礁
群

の
ひ
と

つ

罫

…

婆

に
激
突
、
た
め

に
、
全
長
二
八
・

で

ト
ル
に
余
る
巨
体

の
皿削
部

三
分

の

一
に
わ
た
り
船
底
約

五
メ

ー

ト

ル

の
深

さ

で
墓

し

た
・

そ

の
箪

、
同

船

の

天

の
油
槽

中

西

槽
が

破

穴

し

イ、
原

油
が

海

走

流

出

し
、

船
体

分

断

の
危

険

を

宅

た
・

ト
リ

キ

ニ

オ

ソ
号

の
笙

は
、

離

礁

の
見

込

を

得

て
、

直

ち

髪

フ
ソ
ダ

の
サ

ル
ベ
↓

会
社

ゆ
口
.
.
餌
葺

蚤

、
コ
一ロ
=
Φ
.
と
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灘
雛
購

繕
糠
{耀難
鍵
讐

国
際

的

な
問
題

に
ま

で
発
展

す

る

こ
と

に
な

っ
た
。

邸織

懲
辮
撫
櫛膿影

撒

輪
僻韓諜

購

連
陛
鎚

藁

蕪

酵

つっ
議

事
故
の
萎

ー

…

号
の
船
箪

費

ま
た
こ
の
事
件
の
当
事

獣
辮
灘
灘
糠



盤

罷

轍

溢

似
鰭

体
の
船
体
構
殺

礒
填

運
航
能
力
の
欠
陥
な
と
同
船
の
不
堪
航
の
事
実
に
.
い
て
は
、
委
員

と
こ
ろ
で
、
大
量

に
し
か
も
広
藷

に
わ
た

っ
て
響

し
た
油

の
除
去

・
防
禦

の
た
め
に
と
ら
れ

た
電

隊

の
出
勲

犠

療

薬

.

清
浄
剤

.
防
資
材

の
投
入
等

々
に
関
す
る
莫
大
な
費
用
を
引
受
け
た
英
国
政
府

は
、

早
く
か
ら
・

そ

の
財
政
的
支
出

(そ
の
額
は
・
優
に

=
ハ
。
万
ポ
ソ
ド
ー
鶏

の
財
産
墾

剛
は
英
国
で
約
六
。
。
万
ポ
ソ
ド
と
推
計
さ
れ
る
↓

超
す

と
い
わ
れ
る
)

ξ

い
て
ド

リ
キ

ニ

オ

ソ

号

の
所
薯

に
対

し
求
償

の
意
向
を

明
ら
か
に
し
て
い
た
が
、

四
月

四
日
の
下
院
で
、

こ
の
馨

賠
償

に
関
す
る

提
訴
歪

式

に
誘

Φご

れ
、
笙

に
対

し
三
五
。
万
ポ

ソ
ド

(た
だ
し
、
後
に
英
国
は
三
・
・
万
ポ
ソ
ド
の
金
額
に
同
意
し
た
)

の
損
宝
。賠
償
額

(
こ
の
金
額
に
は
・
養

ω

的
に
、
海
岸
、
港
湾
の
清
浄
に
関
し
て
政
府
、
地
方
公
共
体
が
支
弁
し
た
直
接
的
費
用
の
ほ
か
、
ホ
テ
ル
響

者
・
沿
岸
の
娯
楽
施
設
所
薯

漁
民
そ

囎

の
他
の
畠

民
の
蒙

.
た
馨

に
対
す
る
賠
籍

求
分
も
含
ま
れ
て
い
た
)
が
請
求
さ
れ
た
.

ま
た
、
気

紛
れ
な
風
浪

の
た
め
北
海
崖

蓮

油

都

婆

被

り
、
約

二
九
。
万
ポ

ソ
ド

の
物
的
墾

、
を
う
け
た
仏
国

は
、
同
じ
く
領
海
汚
染

を
理
由
に
・
笙

に
対

し
三

一
芳

五
・
。
。
。

兜

ポ

ソ
ド
の
墾

口
賠
鰹

請
求
し
、
さ
ら
に
、
英
国

の
ガ
ソ
セ
イ
州

(。
…

・・9

も
、独
自

に
四
万

=

ハ
・
・
ポ
ソ
ド
の
請
求
額
を
か
か

囎

げ

て

、」
れ

に
続

い
た
。
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羅

讐
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麗
篇
襟

購
馨

鶴
恥
鷲

鵜
雛

難
懸

還

d鶴
鮨∴

有

し

え
な

い
こ
と

に
馨

・

そ

し

て
・
か
か

る
裁
判

管
轄

寄

能

と

さ

せ

る
二

つ
の
場
A
、
の
-
ち

、本
件

で
は
、

払削
者

の
船

主

の
同

意

は
な

か

っ
た

か
ら

・英

国

政

府

に
磐

れ

た
唯

の
司
法

手
続

は
、

一
九

五
六
年

裁

判
霧

成
竺

↓
ゴ
。
]
¢
⊆
帥。
.
叶二
.
。
〉
.
二

⑩㎝
Φ)
第

三

条

四

項

に
定

め
ら
れ

た
・

米

国
船

吉

四
…

寿

目
き

ξ

・
に
所

属

す

る
、

ー

キ

ャ

ニ
オ

ソ
号

の
姉
妹

船

「ピ
簿
オ
。

℃
節一。
¢
.α
Φ
」

(杢

三

七
五
ト
ソ
)

お
よ

び
同

「
。・
嘗

も・
垂

」

三

八
、

五
六
二
2

の
英

国
領

海

の
進

入

に
伴

っ
差
押

と

い
う
場
合

の
み

に
か
ぎ

に
対
す

ら
れ

た
・

そ

し

て
・

す

で

に
葺

四

日
・
英

国

高
等

法

院
梁

部

は
、

「
薯

勺
蓉

。
。

口万
」

お

よ
び

「
-。
簿
づ
.一口
。
づ
餌
号

」

る

ト

美

ス

(嚢

ー

)

三

ユ
ー

サ

三

(霧

…

)

・
ネ
客

ジ

ラ

ス

(琶

頭
。
5
6
Φ
)
を

理
由

と

し
た

対
物

訴

訟

を
認

め
ゐ

令
状
を
発
給

し
て
い
た
か
ら
・
両
盤

、
英
国
領
海

の
立
入
と
と
も

に
、
英
国
政
府

の
手

で
轟

え
ら
れ
る
運
命

に
あ

っ
た
.

し
湾

本
件

の
船
主
が
両
船

に
対

し
容
易

に
英
鴇

海

の
侵
入
を
許
可
す
る
は
ず
が

な

い
こ
と
寛

越
し
た
蕎

は
、
本
国
以
外

の
地

に
お
し
て

船
主
を
訴
求
す

る
手
篭

怠
ら
ず
・
同

五
月
四
足

は
、
船
吉

ー

§

ぎ

オ
・
『

。
。
.℃
・
の
本
店
所
在

地
で
あ
る
バ

ミ

ュ
ー
ダ

の

戴

議

難

職

馨

蜥縫

懸

惣
つ纒

鷺

眼錘

難

鞍

守

る
と
と
も

に
秘

か
に
時
期

の
到
委

待

っ
た
.
そ

の
箪

っ
い
に
、
霰

発
生
後
約
四
ヵ
月
目

の
七
月

雪

日
夜
、

ワ
ィ
㍗

.
エ

プ

ニ
巻
を
必
要

と
し
て
シ
ソ
ガ
ギ

ル
控

餐

心寄
導

た

「
冥

…

・
毒

号
」
を
帰唱
光
石
火
差
押
え
る
こ
と

に
成
功
し
た
.

ま
た
・
同
様

に
油
濁

の
防
禦
な

い
し
除
去

に
暑

を
投

じ
た
仏
国
政
府
は
、
同

国
海
商
法

に
姉
妹
船
差
押

の
措
票

認
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
・
船
主

の
動
き

に
絶
え
ず
関
心
を
払

い
・

F

"
オ
隻

…

号
L

の
シ
ソ
ガ
ポ
ー

ル
港
権

の
情
鰹

得
る
や
、
直

ち
に
同
地

で

訴
訟
開
始
令
状

を
発
給

し
・
同
船

の
差
押
を
急

い
だ
輩

、

一
九
六
八
年
四
月

よ
・つ
や
く
そ
れ

晟

功
し
た
.

}{



船舶轍 に よる海漸 蝸 と被害第三者 の損害 ω

.」
の
よ
う
な
、
英
国

.
仏
国
両
政
府

の
動
き

に
対
し
て
、
船
主
側

の

匂d
§

9
§

穿

否

。
。
§

は
・

。
ッ
テ
ル
ダ

ム
に
お
け
る

仏
国
政
府

の
提
訴
、

お
ま

シ
ソ
ガ
ず

ル
♪
」バ

・
、
、
麦

に
お
け
る
英
国
政
府

の
提
訴

を
不
服
と
し
、
媛

の
裁
判
所

と
管
穰

に
直

面
す
る
煩
を
避
け
る
で

、
米
国

二
、
-

ヨ
ー

ク
地
方
鋳

所

に
対

し
、
総
額
約

六
六
・
票

ソ
ド

の
責
任
制
限

の
申
立
を
押慕

っ
た
・

そ
し
て
同
時

に
、
本
件

の
坐
礁

.
油
流
出
事
故
が
、
聾

の
擁

上

の
過
失
、
台
櫻

も

し
く
は
不
注
意

に
起
因

・
寄
与
す
る
も

の
だ
圭

張

し
、

か
つ
ト
リ
キ

ャ
芽

ソ
ロ写
か
ら

の
原
油

の
流
崖

、

そ
の
大
半
が
英
国
海
空
機

に
よ
る
爆
撃
お

よ
び
難

に
圭

つ
く
も

の
で

あ

る
と
抗
弁

し
た
.
仏
国
、
蕎

お
よ
び
ガ
ン
セ
イ
州

は
、
船
主
側

の
責
任
制
限

の
申
立
を
拒
絶

し
・右

の
船
主
側

の
主
張

に
対
し
て
は
・

「
本
件
の
坐
磐

よ
び
馨

が

c
§

9
一ξ

』

身
の
過
失

・
讐

・
甥

お
よ
び
引
受
に
起
因
す
る
」
(藷

贈

法
第
五
。
三
条
参

照
)
と

反
論

し
、

訴

訟

に
持

ち
込
ま

れ

た
。

そ

の
後
、

レ、
の
彊

史
上
量

.両
の
墾

、
賠
償
訴
訟
は
、

「
示
談
」

と
い
う

い
わ
ば
法
延
外

の
場

に
お
け

る
解
決

へ
と
方
向
転
禁

な
さ

れ
、

そ
の
輩

、
よ
う
や
く
英
仏
両
国
政
府
と
笙

お
よ
び
定
期
繁

者
と

の
間

で
協
議
が
警

、

一
九
六
九
年

=

旦

音

・
英
国

外
薯

に
お
い
て
正
式

に
協
塞

闘
の
調
印
が
交
さ
れ
た
.
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
ー

キ

ャ
ニ
オ
ソ
号

の
船
壽

ー

§

↓
四
昌
5

ξ

.

お
よ
び
縛

者

ご
・
卿・
・
。
弐

。
・℃
ほ

、

同
船

か
ら
流
出
し
た
播

に
よ

っ
て
惹
起
さ
れ
た
損
害

お
よ
び
欝

に
つ
き
・

英
仏
両
国
政

府

に
対

し
、
馨

三
。
。
万
ポ

ン
ド
、

お
よ
び
英
仏
両
国

の
第
三
被
害
者

(個
人

・
法
人
)

に
対

す
る
賠
償
金

と
し
て
・
二
万
五
・
○
○

○
ポ

ソ
ド
を
支
払
う

(
こ
の
額
で
不
足
す
る
分
に
つ
い
て
は
両
国
政
府
の
鐙

と
す
る
)
と

い
う
内
容
で
両
者

は
合
意
点

に
達

し
た

の
で
勲

・

(
-
)

天

五
九
粟

国
ヴ
ァ
L
ソ
ニ
ァ
州

劉
ξ

・
二

曇

ω

で
建
造
さ
れ
、
後
三

九
⊥ハ
五
年

呆

国
佐
世
保
茎

で

大
型
化
の
た
め
の
改

造

を

う

け
、

杢

、

二
六

三

総

ト

ン
、

=

八
、

二

八

五

重

目慰
ト

ン
と

な

る
.

嚢

寸

法

は
、

全

長

九

七

四

フ

ィ
ー

夫

イ

ン
チ
・

船

幅

三

五

フ

ィ

ー
ト

、

深

さ

六

八

フ

ィ
ー

ト

八

イ

ン

チ

で
当

時

世

界

震

大

級

の
船

舶

で
あ

っ
た

。
な

お

、
ー

キ

ニ

オ

ン
号

に

は
・

葉

両

保

険

盆

の

叡論
榔
粥

翻
麗
翫
ピ
繕

励心蕊

離
綴
礫
韓

ド章
露
、繕

礁

葦
餐
難§灘
紫

鞠



社

か
ら
支
払

わ
れ

た
。

(
2
)

フ

ォ
ー
リ
歯

務

次
官

(醤

)

薩

頭
指
揮

道

冠
く

英
国
塵

軍
部
隊
、

警

察
、

消
防

隊

お
よ
び
地

方
当
局

は
、

全
国
か
彙

中
す

る
浄

化
剤

姦

布

し
油

の
消
散

・
沈

撃

は
か
り
、

大
量

の
プ

ラ

ス
チ

ッ
ク

フ
ォ
ー
ム
等

を
投
下

し
て
油

の
揮

発
分
吸
収
を

は
か
り
、

ま

た
、

す

で

に

油

の
箋

を
う
け

た
南
西
部

葎

を

は
じ

め

と
す

る
地

域

に
は
、

ブ

ル
r

ず

と
洗
浄
剤

に
よ

っ
濤

掃

に
努

め
る
ほ
か
、

各
港
湾

口

.
入
江

・
習

に
は
オ
イ

ル
フ

ェ
ン
ス

・
対
潜

防
御

網
姦

り
め
ぐ

ら
し

て
、

油
波

の
嚢

に
備

え

た
。

詳
細

は
、

荒

.
前

掲

6

一
葺

下

の
英
国

政
府

の

「
白
書
」

を
参

照
。

(
3
)

こ
の
よ
う

に
・

難
驚

お

よ
び
蕪

に
対
す

る
直
接
的
欝

に

つ
い
て

の
決
定

蓮

れ

た

.芝

は
、

世
論

を
換

起

し
、

大

い
に
轟

も

う
け
た

(
英
国
政
府

の

「
審

」

に
盲

)。

し
か
し
、

こ
こ
で
留
享

べ
き

は
、

そ
-

し
た
本
船

に
対

す

る
爆
馨

の
醤

は
、

救

助
会
社

に
よ
る
救

助
策

が
尽
き

て
・

船
舶
が
保
険

者

に
対

し
委

付
さ

れ
た
と
看
倣

し
う

る
と
芝

は
じ

め
て
可
能

と
さ
れ
る

こ
と
で
あ
る
。

本
件

の
場

合
、

仮

に
も

し
英
国
政
府

の
介

人

が

よ
阜

期

の
時

点

で
行

な
わ
れ
た

と
し
た

ら
、

政
府
、

船

主
、

保
険

会
社
、

そ
れ

に
救

助
会
社

の
間

に
墾

口
賠
讐

任

は

じ

め
1

兆

と
え
ば
・

藷

商

船
法

第
五

五

条

は

「
所
薯

は
、
雛

物

ま
た
は
そ

の
積

荷

ま
た
は
装
備
。叩
を
馨

、

損
傷
さ

せ
た
者

か
ら
損

害
賠
償

を
請

求

で
き

る
」

と
規

定
す

る
か
ら
、

船

舶
肇

前

に
な
さ
れ

朱

船

の
塁

に
起
因

す
る
損
宝
昆

対

し
て
は
賠
警

任
問
題

が
発
生

す

る
1

多

く

の
解
決

に
困

讐

問
題

が
発
生

し
た
か
も

知

れ
な

い
。

本
件

の
場
倉

は
、

爆
撃

前

に
本
船

の
救
助

不
象

判
明
し
、

船
主

が
保
険

者

に
船
体

を
委
付

し
・

保
険
者
も

こ
れ

暴

認
し
た

の
で
全
損

と
な

っ
た

が
、

こ
の
種

の
事

故

の
場
合

に
、

も
し
船
舶
、

積
荷

の
救
助

.
修
繕

が

充
分

可
能

で
あ

る

に
も

か
か
わ
ら
ず
、

公
害
防
止
対
策

の
見
地

か
ら

爆

撃

の
他

の
方
法

で
処

分
さ

れ
る
と

い
う

場
A
.
に
は
、

墾

口
賠
讐

任

問

題

の

ほ

か
・

場

合

に

よ

っ
て

は
国

際

紛

争

に
ま

で
発

展

す

る

こ

と

に

な

る
。

損

保

研

究

、
前

掲

三

四

頁
参

照

。

な

お

、

一
九

六

八

年

=

日
、

-
M
C
。

の

招

請

に
よ
り

・
ン
ド

ン
で
開
讐

れ
た

「
海
水

汚
濁
損

害

に
関
す

る
葎

会
議
」

は
、

「
蕪

事
故

の
際

の
公
塗

に
お
け
る
介

入

獲

関
す

る
国
際
条

約
」

を
採
択
し
、
漿

・
沿
岸

を
汚
染

の
危

険

に
さ
ら

し
た
船

舶

に
対

し
、

沿
岸
票

努

醤

を

と
り
う

る
権
利

を
認

め

た
・

毎

日
新
聞

(
王

六
八
年

+

百

三
〇

日
)
。
こ

の
条

約

に

つ
い
て
は
、

谷
川

・
前
掲
成
践

法
学

二
量

二
四
頁

以
下
参

照
。

(
4
)

リ
ベ
リ

ア
政
府

公
表

の
調

査
委
員
会
報
告

書

に

つ
い
て
は
、

谷
川

.
前

掲
成
膜

法
学

二
号

=

四
頁

以
下
参
照

(
5
)

ー

キ

ニ

オ

ン
船

長

の
過
失

峯

故
原
因

だ
と
報
告
す

脅

ず

ア
政
府

の
調

査
毒

、

当
然

の
.」
と
な
が
ら
そ
れ

が
裁

判
所

を
拘
束
す

る

力
を
有

し
な

い
と

は

い
え
・

そ
れ

は
、

議

船
舶

の
所
有

者

に
対

し

て
ネ
グ

婁

エ
ン
孟

理
由

と
す

の
堤

口
賠
償
訴

訟
を
提
起
す

る
場
合

の
原

告

に

メ

リ

ッ
ト

と

な

る

こ

と

は
推

測

に
難
'く

な

い
。

44(40)
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(
6
)

ガ

ン
セ
イ
州

に
は
、

一
九

六
四
年

の
院
令

で
、

一
九

五
八
年
商
船
法

の
適

用

が
認

め
ら
れ
、

ま

た
、

一
九

炎

年

の
院
令

に
よ

り
・

同
州

で
登

録

さ

れ

た

船

舶

に
も

O
篇

一コ

2
帥
く
一αq

鷺

一〇
鵠

》
6
樽

一
㊤
切
切

が
適

用

あ

る

も

の

と

さ

れ

る
。

(
7
)

イ

ン
ド
ネ

シ
ア
は
オ
・・
ン
ダ
法

を

母
法

と
す
る
関
係

上
、

英
国

撰

姉
妹
船

の
差
押

を
認
め

て
い
る
。

英
国

政
府

は

シ
ン
ガ
ポ

ー

ル
袋

人
を

通
じ

て
.あ

手

続
を
し

た

(
海
事
問
題

研
究

一
三
竺

二
号

西

頁
)
。

い
う
ま

で
も

な
く
、

対
物

訴

訟
が
開
始
さ
れ

た
場
合

に
は
・

当
該
船

舶

は
、

原
出
口
の
請
求
額

に
充
分
見
A
・
う
だ
け

の
担

保

が
提
供

さ
れ

る
か
、

あ

る
い
は
原
告

を
満

足
さ

せ
る
賠
禦

実
行

さ
れ
な

い
か
ぎ

り
・

移
票

で
き

な

く

な

る

が
、

本

件

の
場

合

、

ピ
帥
脚
o

℃
o
一
〇
¢
「
瓢
①

号

の
船

主

じd
簿
吋
鐙

o
賃
飢
自ゆ

O
o
吋
や

は

、

英

国

政
府

が
そ

の
請

求

最

高

額

と
し

て

同
意

し

た

三

〇

〇

万

ポ

ン

ド

の
差

押

解

除

金

を

ロ

ン
ド

ン

に

お

い

て
供

託

し

、

か

つ
船

主

側

弁

護

人

の
同

高

等

裁

判

所

へ

の
出

頭

を

条

件

に
・

結

局
・

同

船

の
差

押

は
解

除

さ

れ

た
。

(
8
)

仏

国
政
府

は
、

一
九

六
八
年
四
刃

百

夜
、

・

ッ
テ

ル
ダ

ム
の

ユ
占

ず

ト
逡

入
港

し
た

「
ピ

算・
落

鑓

。
薮

。
号
」

を
差

押
え

た
・

同

船
船

主
は
、

。

.
テ

ル
ダ

ム

の
裁
判
所

に
本
船

の
差

押
解
除

を
申
立

て
、

そ

の
結

果
、

当
事
者

双
方

は
、

仏
国
法
廷

の
判
決

に
従

い
船
主

が
賠
償

を
支
払

う

(
仏
国

の
請

求
額

は
三

二
〇
万
ポ

ン
ド
)

と

い
う
条
件

の
下

に
、
保

険
業

社
が
保
証

し
た
裁
判
所

の
決
定

に
同
意

し
た

(
肇

問
題
研

究

一
四
巻

九
号

三
Q
頁
)
。

(
9

)

船

舶

保

塗

ユ
ー

ス

(
Z
9

$

⊥

・・
)
、

色

魔

・
前

掲

エ

ハ
頁
、

谷

川

・
前

掲

会

誌

一
五

号

五

二
頁

参

照

・

合

意

さ
れ

た

三

〇

〇

万

ポ

ン
ド

の

協

定
賠
償

金

は
、

英

(
含

ガ

ン
セ
イ
州
)

仏
両
国

の
賠
償
請

求
総
額

(本

稿

三
七

頁
参

照
)

の
半
分

に
満

た
な

い
金
額

で
あ
る
。

し
か
し

こ

の
数

値

に

つ
い
て
は
、
本

争
訟

の
当
初

か

ら
笙

が
英
国
法

を
準
拠

と
し
た
責
任
制
限

を
主
張

し

て
い
た
事
情

を
考
慮

し
な

け
れ
ば
な
ら

な

い
・

す

な

わ

ち
、

提
訴

地

で
あ

る
バ
、、、
ユ
ル

お

よ
び

シ
ン
ガ
ポ

↓

は
、

英
国
商
船

法

(竃

§

び
。
三

ω
ξ

号

αq

》
9
。・
蕊

婁

の
適
用

を
　
け
る
か

ら
、

船

主

は
岡
法

第
八
部
(
第
五

〇
三
条
以

下
)
の
責

任
制
限

規
定

に
も

と
ず

き
、

そ

の
責

任
を
、

ー

キ

ャ

ニ
オ

ン
号

の
責
㌣

ン
数

(
五
九
・

三

九

〇

ト

ン
)

に
、

一
、

○

○

○

フ

一フ
ン

の
責

任
基

準

金

額

を

乗

じ

た
金

額

(約

一
七

五

万

ポ

ン

ド

と

い
わ

れ

る
)

に
制

限

さ

れ

る

こ

と

に

な

る

(
.ゐ

場

A
、
に
、

詣

-

ベ
リ

ア
政
府

の
事

故
調
査
報
告

書

に
い
う
船
長

の
航

海
過

失

の
認
定

と
船

舶

の
堪

航
性

に
関
す

る
船

主

の
故

意
過
失

の

否
認

は
、

船

主

に
と

っ
て
有

利
な
材

料

と
な
る
)

と
い
う
事
情

で
あ
る
。

な

お
、

英

国
商

船
法

に
お
け
る
船

毒

任
制
度

に
つ
い

て

は
・

拙

稿

7

ギ

リ

ス
に
お
け

る
盤

責
任
制

限
制
度
e
～

㊨
」

法

学
新
報
第

七
七
巻

二

・

≡

号
、

第

七
八
巻

一
三

・
三
号
・

四
.
五

.
六
号

各
参

昭
加・

(41)41



三

英
国

の
油
濁
求
償
に
関
す
る
指
導
判
例

国
ω
ω
O

「
Φ
需

O
同
Φ
⊆
B

O
ρ

く
.

ω
O
¢
け
げ
b
O
冨

O
O
「
℃
O
同
鋤
口
O
⇒
i

(42)42

イ

ギ

リ

ス
の
数

多

い
海
事

判

例

の
中

で
、
海

難

事

故

に
よ

る
油

濁

問
題

を
裁

い
た
指

導

的

な
判

例

は
、

一
九

五

五
年

の

団
ω
。。。

勺
Φ
叶.。
,

曇

ヨ

。
。
』

量

ω
.
§

.
『
什
ξ

.
含

9

で
あ
駈
ご

九
六
七
年

の
ト
リ
キ

ニ

オ

ソ
号
事
件

に
よ

っ
て
、

貴
蕪

先
例

と
し

て
再

評
価

を

う
け

る

こ
と

に
な

っ
た

こ
の
判

決

は
、

一
つ
に
、

そ

の
勝

敗
が

、
第

一
審

、

控
訴

院

、

貴
族
院

と
、

二
転

.
三
転

し

た
と

い

う

こ
と
、

二

つ
に
は
、

一
九

五

三
年

の
出
訴

に
始

ま

っ
た

こ

の
係

争
が

、
翌
年

の

一
九

五
四
年

、
「
油

に
よ

る
海

水

汚
濁

の
防

止

に
関

す

る

国
際

条

約

」

(↓
巨

器

曇

・
琶

9

う
く
含

8

h・
;

ち

§

身

岡・
:

;

・
二
§

:

;

。
ω
。
鋤
g

9

=

婁

了

イ
ギ
リ
ス
は
、

翌
年

9

;

ζ

奮

募

壽

叶
。
H
>
。
二

霧

と
し
て
同
条
約
を
国
内
法
化

と

凡
ー

の
成

立

に

一
助

し

た
、

と

い
う
、

二
点

で
極

め
て
注

 目
す
べ
き
判
例
で
あ
り
、
さ
ら

に
は
、
現
代
社
会

に
お
け

る
深
刻
な
問
題

で
あ

る

「
公
害
」

の

一
つ
と
し
て
汚
濁

の
責
任
問
題
を
取
り
扱

っ
た
貴
重
な
事
例

と
し
て
も
、
興
味
深

い
判
例

で
あ

る
。
特

に
、
わ
が
国

の
よ
う

に
こ
の
種

の
侵
害

に
対
処
す

べ
き
法
制
度
と
法
理
論

の

未
熟
な
国

に
と

っ
て
は
、
単

に
比
較
法
的

な
関
心
を
越
え
た
意
義
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

そ

こ
で
、
本
節
で
は
、
ま
ず

こ
の
英
国
の
指
導

判
例

の
紹
介

か
ら
は
じ
め
、
海
上

の
油
濁
損
害

に
対

し
て
、
英
国

の
裁
判
所
が
ど

の
よ
う
な
姿
勢

で
取
り
組
も
う
と

し
た
か
を
明
ら
か
に

し
、
英
国
普
通
法
上

の
油
害
求
償

の
可
能
性
と
限
界

の
問
題
を
さ
ぐ

る
手
掛

か
り
と
し
た

い
。

ω

事

実

関

係

こ

の
事

件

の
事

実

は
、

大

要

次

の
通

り

で
あ

る
。

国
沼
。

℃
Φ
口
9
0
口
∋

O
P

ピ
三

(以
下

エ

ッ
ソ
石
油
と

い
う
)
所

有

の
油

槽

船

「
冒

く
Φ
『
℃
o
o
ご

(
六
八

〇
総

ト

ソ
)

は

、

一
九

五

〇

年

一
二
月

三

日
午

前

七

時

三

〇

分

、
有

能

な
船

長

(O
Φ
。
H
願
Φ
竃
。
三

。
p
一.
凶口
)
、



船舶事 故 に よる海洋 油 濁 と被 害第三者 の損 害(1)

機

関

長

(
剛ぐ
圃聾
∩
叶

じd
陶コ
朴
O
oo
ザ
)

を

は

じ

め
、

総

員

=

名

の
海

員

を

乗

組

ま

せ
、

約

七

三

六

ト

ソ

の

重

燃

料

油

を

積

載

し

て
・

リ

ヴ

ァ
プ

ー

ル
港

を
出
港

、

プ

レ
ス
ト

ソ
港

へ
向

け

て
航
海

の
途

に

つ

い
た
。

同
船

は
、

同

皐

前

=

時

四
〇

分

に

閑
箋

。
河

。

に
あ

る

2
㊦
葺

じQ
⊆
。
《

に
到
着

、

暫

時

こ

こ
で
潮
待

ち
を

し
た

の
ち
、

同

一
四
時

四
〇
分

、
再

び
航

行

を
開
始

し
、

空

σ
び
一。

河

口

の
水
路

に
進
行

し

た
。

当
日

の
気
象
状
態

ぱ
、斐

西

の
風
七

～
八
の
風
力

で
、
海
上

は
や
や
荒
れ
気
味

の
状
態

で
あ

っ
た
。
ズ

Φ
ぎ

二

§

を
出

て
の
ち
数
分

後

、
距
離

に
し
て
約

ニ

マ
イ
ル
ほ
ど

の
地
点

で
、
ぎ

『量

号
は
、

・
¢
曇

3
・
と

垂

窪

しd
蛋

・
の
中
間
を
航
行
中
数
回

に
わ

た
り
荒

波

を

つ
け
、

同
船

の
操

舵
器

に
原

因

不
明

の
変

調

が

生

じ
た
。

機
関

長

か
ら
船

舶

の
状

態

に

つ
き
報

告

を
う
け

た
船

長

は
・
多

少

の
危

惧

を
抱

き

な
が

ら
も
、

プ

レ
ス
ト

ソ
港

へ
の
予

定

針
路

に
従

う
航
海

の
続

行

を
指

令

し
た
。

そ

の
後

・
同

号

が

≦

覧

国
&

じσ
唇

く

と

ω
9
詳
Φ
H賢
.。。
bσ
蔦
。
《

の
中
聞

地

点

に
差

し
か

か

っ
た

一
五
時
〇

五
分
、

航
海

技

師

か
ら
船
長

に
対

し
、
推

進

器

に
鈍

重

な

衝
撃

を
感

じ

た
ヒ日
の
報

告

が

あ

っ
た
が

1

嘉

長

の
聾

口
に
ょ
れ
ば
、
同
船
は
河
幅

六
〇

フ
ィ
ー
ト
の
水
路

の
中
央

に
位
置
し
て
い
ξ

と
か
ら
船
舶
が
慧

す
る

事
態

は
予
想
さ
れ
な
か

っ
た
と
い
う
ー

な

お
航

行

は
続

行

さ

れ

た
。

と

こ
ろ
が

の
二・
琶

募

しd
§

を

通
過

し
た
直
後

(
一
五
竺

五
分

頃
)、

同

q写
は
急

に
四
去

ポ

イ

ソ
ト
右
舷

に
偏

向

し
、

針

路

を
離

脱

し

て
、
丁
度

水

路

の
南
側

に
構

讐

れ

て
い
た
・
幅

七
～

八

フ

ィ
ー

ト
、
高

さ

三

～

六

フ
ィ
ー

ト

の
護
岸

に
乗

り
揚
げ

た
。

そ

の
結

果
、
同

船

は
竜

骨

切

断

の
危

険

を
生

じ
、
船

舶
自

体

お

よ
び
乗

組
員

の
生

命
が
危

く
な

っ
た
た
め
、
船
長
は
、
ラ

ジ

ソ
の
全
回
転
を
會

て
、
水
路

へ
の
後
退
を
試

み
た
。
そ

の
際

船
長
は
・
推
進
器
に
硬

い
異

物
が
絡

み
込

み
、

ス
チ
⊥

パ
イ
プ

の
主
禦

破
砕
す

る
危
険
を
機
関
長
か
ら
通
報
さ
れ
、
直
ち

に

ラ

ジ

ソ
ス
ト
ツ
プ
を
指
令
し
た
・

.あ

よ
う
窃

迫
し
た
情
況

に
立

た
さ
れ

た
船
長

は
、
船
脚
を
軽
く
し
、

で
き

る
か
ぎ

り
緊
急

に
離
礁
す
る
必
要
あ
り
と
判
断
し
て
積

講
鐸
欝

鷲

ボ賢
鰻
獅
翫
鑛

黙
れ評
磁

瑚耀

舞

絃
鍾抽
圃

う
が
、

そ
の
後
、
同
号

か
潅

上

に
放
出
さ
れ

た
約

四
・
・
ト

ソ
の
油
が

、風
と
潮
流

の
作
用

に
よ

っ
て
、

ラ
ン
カ
シ
ャ
ゐ

ω
8

ξ

葺

聡



海
岸
約

二
・
吾

イ
ル
に
押

し
寄

せ
、
。・
.
套

葺

。
・
§

雲

9
・
(以
下
サ
ゥ
ス
ポ
ー
ト
会
社
と
い
う
)

の
薯

.
占
有
す
る
土
地

お
よ
び

臨
海
湖
篭

・
汚
濁
損
害

を
発
生
さ

芸

事
態

を
招

い
た
。

そ

こ
で
、
同
会
社

は
、
船
圭

ッ
ソ
石
油

に
対
し
て
、
流
出
油

に
よ

っ
て
汚

損
さ
れ

た
土
地

の
清
掃

臨

湖

の
閉
鎖
箒

関

す
る
費
用

の
賠
償
を
求

め
る
べ
く
訴
訟
を
起

こ
し
た
.

そ
の
主
張
す
る
理
由

は
、
本
件

の
事
故
が
同
号
船
長

の
航
海
上

の
過
失

(塁

Φ
㌦
・・
ぎ

ξ

雲

・・
き

コ
)
に

起
因
し
、

船
主

に
袋

責
任
が

あ

る
と
す
る

も
貧

、
あ

り

・

そ

の

請

求

原

因

は
、

ト

レ

ス
パ

ス
、

ニ

ュ
ー

サ

ソ

ス
、

お

よ

び

ネ

グ

リ

ジ

ェ
ソ

ス

で

あ

っ
た

。

(44)44

②

篁

審
判
決

油

濁

の
被
害
者

で
あ

る
サ
ウ

ス
ず

ト
会
社
か
ら
裁
判
請
求
を
う
け
た
、
リ
ヴ

ァ
.フ
ル

巡
回
裁
判
所

の
デ
。ブ

リ

ソ
判
事

(。
㊦
善

」
)
は
、

一
九
五
三
年

一
〇
月

二
合

、
原
告

の
請
求
が
、
整

口
船
主

に
対
す
る
過
失

の
証
明
を
条
件

に
、

ト
レ
ス

パ

ス
ま
た
は

ニ
ナ

サ
ソ
ス
と

し
三

応
盛

呈
す

る
と
し
な
が

ら
も
、
結
局
、
原
告
側

か
ら
提
出

の
あ

っ
た
船
長

の
過
失

に
関
す

る
主
張

を
す
べ

て
却
下
し
、

請
求
棄
却

の
判
決
を
言

い
渡

し
た
。

デ
ブ

リ

ソ
判
事

は
・

ま
ず

、

・フ
ラ
イ

ベ
イ

よ

章

サ

ソ

ス

(三

く
露

旨

ぎ

8
)

の
請

求
原
因

か
ら
検
討

を
開

始

す

る
。

判

事

は
、

こ

の
訴

権

の
構

成
要

件

と

し

て
、

申

立
事

実

で
も

あ

る

「
不
法

妨
害

行
為

が
原

告

の
土

地

に
髪

.を
与

え

た

こ
と
」

と

い
う

占
描は
認

め

た

が
・

妨

害

行
為

の
発
生

に
関

し

て
は
、

必
ず

し
も

疲

告

の
隣

接
す

る
土

地

か

ら
逸
出

し
た

.〕
と
L

は
条

件

で

は
な

く
、

海

上

に
お
け

る

船
舶

か
ら

の
逸
出

で
も
差
支
え
な

い
と
解

し
て
、

「
被
寡

、
公
共

の
所
有

に
な
る
土
地
や
水

な

い
し
は
荒
廃
し
た
土
地
を
誤
用
す
る
場

合
や
・
被
許
可
者

ま
た
は
不
法
侵
入
者

(雪

ω…

葺

・
ω
霧

巴

と
し
て
他
人

の
土
地
を
誤
用
す
る
場
倉

、

そ

の
創
造
さ
れ
た

ニ

ュ
↓

ソ
ス
に
対

し
て
・
隣
接

の
占
薯

と
同
様

の
圭貝
隻

負
わ
ず

に
す

喜

れ
る
と
解
す
る

こ
と

に
は
正
当
鐘

由
を
認
め
が
た

い
」

と

説

ぎ

、

プ

ラ

イ

ベ

イ

ト

ニ

ュ
ー

サ

ソ

ス

の
成

立

を

認

め

た
。

 ま

た
・

判

事

は

・
原
寡

ω
き

二

『
.
餌
;

Φ
ω
葺

越

葦

お

ρ

(一。
・。φ
壽

↓
・
ピ
』

・
ω
。
姦

引

照

し

、動

産

か
・り
の
油

の



船 舶事 故 に よる海 洋油 濁 と被 害第三者 の損 害(1)

逸
出

は

ニ
ュ
↓

三

の
訴

権

を
成

立

芒

め

る
と
す

ゑ

硝
求

理
由

に
対

し
て

は
、

量

§

葺

ω
喜

(
(2
)

一Qo
謬
)
を
引
例

し
ゴ

=

ー

サ

三

が

釜

(霞
αq
ゴ
鶏
契

)
走

お

い
て
創

導

こ
れ

る
場
倉

は
、

道
路

、

水

路

の
区

別

な
く

当
然

に
パ
ブ

リ

ヅ
ク

ニ

ュ
T

サ

ソ
ス
が

成

立
す

る

と
し
、

本
件

の
叢

発
生

場

所

で
あ

る

助
ぴ
募

習

か
ら
プ

レ

ス
ウ

に
通
ず

る
海

峡
が

、

い
わ

ゆ

る

「
公

道
」

に
あ
た

る

公

共

可
航

河
川

(℃
霞
び
=
6
コ
餌
く
一・q
帥
び
一①
鴨
一く
①
『)

で
あ
り

、

こ
れ
を

誤
用

(油

の
放
出
)
し

た
た

め

に
近

接

す

る

(器

塁

琶

被

告

の

土
地

に

ニ

ュ
ー

サ

ソ

ス
を
創
造

さ

せ
た
と

し
て
、

パ
ブ

リ

ッ
ク

ニ

ュ
ー
サ

ソ
ス

の
成

立
を

も

認

め
た
。

ま

た
さ

ら

に
、

塗

口
の
請

求

原
因

?

つ
ち

の
ト

レ
ス
パ

ス

に
対

し

て

は
、

一
盤

こ

の
訴

権

発

生

の
基
本

条
件

と

さ

れ

る

(判
事

は
こ

の
要
件
姦

調
し
な
い
)
直

接
的

か

つ
物

理
的

璽

口
(象
零
g

器

儀
℃
ξ

。。
圃。帥
=

三

ゆ
諏
興

。
g

①
)

の
事
実

を
本

件

に
認

め
て
・
同

じ

≦

み

不
法
行
為

の
成
立
を
理
論
上
認
め
う

る
と
し
た
。

呈

の
よ
う

に
、

デ
ブ

リ

ソ
判

事

は
、

歴

口
に
対

し

て
、

二
、
-

サ

ソ

ス
、

ト

レ

ス
パ

ス
の
両

不
法

行
為

訴

権

を

一
応

肯

認

し
た
が
・

し
か
し
、
そ
れ
ら

の
馨

の
如
何

は
、
す
べ
て
原
告

の
提
出
す

る
特
別
抗
弁

(の
置

帥
姦

①
量

を
条
件
と
し
た
も

の
だ
と

追
↓言
し
・

公
道

の
隣
(
近
)
接
者

の
訴
権

の
膿

、
必
要

の
抗
弁
、
操
舵
器
薩

に
関
す

る
過
失
等

の
各
論
点

に
順
次
検
討
を
加
差

上
・

最
終
的

に

は
、
必
要

の
抗
弁
畜

酌
す
.⇔
こ
と

に
よ

ぞ

、
上

記
各
訴
権

の
不
成
妾

判
決
す

る
。
右

の
諸
論
点

に
対
す

る
判
事

の
見
解
を
要
約
す

れ

ば

、

次

の

よ

う

に

な

る
。

ま
ず
判
事
は
、

「
齢
・、
窪
。
・
、
一.」
す
な
わ
ち
釜

に
讐

し
て
土
地
、
財
産
を
所
有
す

る
黍

釜

の
利
用
者

に
よ

っ
て
損
害
を
う
け

た
る
場
合

の
法
理

に
つ
い
て
検

討
し
、

か
か
る
場
A
。
の
損
害

に
関
し
て
は
、
そ
れ
が
公
道

の
利
用
者

の
不
注
意

に
起
因
す

る
場
合

で
な

い

か
ぎ
り
土
辞

薯

は
訴
蓼

有

し
、羨

い
と
し
、英
法
上
、
陸
上
交
通

ξ

い
て
確
妾

れ
て

い
る

こ
の
鐘

が
・
水
路

の
場
倉

は
明

確
な
先
例
を
欠
く
占
だ

首

目
し

つ
つ
も
、
か
か
る
公
道

の
法

票

、
公

の
可
航
水
路

罎

接

す
る
土
地

・
財
産

の
場
倉

も
応
用
可
態

法

理
で
あ
る
と
説

い
て
、
.」
の
論
拠

を
、
遷

量

く
』

量

含

・・①
①)
夷

要

・卜・
§

。・
Φ
・
お
よ
び

閑
ぎ

量

§

。
§

暑

圃8
塞
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る

　

〈
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〉
婁

㏄
8

(
一。。
ミ
)

N
>
.
O
.
謡

㏄
為
⑪
刈
.

に

お

け

る
ブ

ラ

ッ
ク

ヴ

ァ
ー

ソ
卿

(
『
。
「
⊆

窪
p
∩
一ハ
σ
二
H
⇔
)

の
見

解

(傍
論
)

に
求

め

た
.

ま

た

・

こ

の
交

通

法

理

の
適

用

範

囲

に

つ

い

て

デ
ブ

リ

ソ
判

謹

、

荒

が

、

単

に
船

舶

が

桟

橋

に
衝

突

す

る

と

い

っ
た
船

舶

に

ょ

る
直

接

的

侵
竃

か
ぎ

ら
ず

・

航
海

の
響

の
過
程

に
お

い
て

(葺

・
・
吾

婁

・
・
…

・
h
ロ
p
く
一・q
p
二
。
箒
)
船

舶
が

間

薦

に
加

え

た
星

口

に
対

し
て
も
適
用
あ
る
法
理
だ
と
解

て
、

「
油

の
放
出
行
為
が
、
船
主
側

に
帰
責
事
由

の
な

い
難

事
故

に
お
け
る
船
長

の
賢
明

姿

全
処
置
行
為

と
し
て
看
鰹

れ
う
る
場
合

に
は
、

こ
の
法
理

は
、
油

の
放
出

の
箪

笙

し
た
塁

、
に
つ
い
て
も
齋

が
あ

る
」
と
述

べ

た
・
そ
し
て
・
可
航
露

を
釜

に
該
当
す
る
も

の
と
考

え
、
公
道

に
近
接

し
て
土
地

.
財
産

を
所
有
す
る
者

は
本
来
的

に
星

、
の
危
険

を
冒
し
て
い
る
の
で
あ

る
か
ら
・
道
肇

海

の
利
用
者
が
、

そ

の
碧

権
や
航
行
権

の
行
使

箱

当
な
注
意
を
だ憂

す
る
か
ぎ

り
は
、
侵

害

に
対

し
て
訴
奪

有
す
る

こ
と
は
で
き
な

い
と
論
結
す
る
.
デ
ブ

リ

ソ
判
事

の
こ
・つ
と

考
え

か
ら
す
れ
ば
、
別

に
歪

行
為

の

一
般

的
免
責
事
由
で
あ
る
必
要

の
抗
弁
を
説
く

こ
と
は
蛇
足
と
い
え
な

い
こ
と
も
な

い
が
、
判
事

は
、
古

い
投
蓮

関
す

る

ζ
。
=
・。
.
.・。
。
蝉
・。。

な
妄

あ

た
り
・

こ
の
免
責
事
由
と
最

り
製

、
本
件

の
よ
う
に
舞

へ
の
油

の
投
棄
が
単

に
船
舶
財
産

の
保
全
畜

的
と
し
た
行
為

で
な
く
・
乗
組
員

の
生
命

の
塞

・
救
助
と

い

っ
た
山尚
次
元
か
ら
決
断
さ
れ

た
場
倉

問
題
と
な
る
不
法
行
為
責
任

ξ

い
て
は
必
要

の

抗
弁

(昌
①
垂

巳

が
成
立

し
、
歪

行
為

の
成
立

は
阻
却
さ
れ
る
と
』

し
、
を

え
ご

フ
ッ
ク
ヴ

ァ
ー
ソ
卿

の
判
決
が

ヤ
う
公
道

の
法

理

の
適

用
が

否
定

さ

れ

た

に
し

て
も
、

な

お
被
告

は
、
本

抗

弁

を
有
効

に
提

出

で
き

る
と

し

た
.

そ
し
て
判
事

は
・

こ
う
し
た
抗
弁

の
成
否
が
、
結
局
は
、
被
告

に
対
す
る
過
失

の
認
否

篠

わ
る
と
考
・ヴん
、
本
件

の
事
実

お
よ
び
原

.

被
告
両
当
事
者

の
申
妾

叢

し
た
上

で
、
④

海
峡

へ
の
進
入
を
決
定

し
た
船
長

の
判
断

に
過
失
な

い
し
技
能
未
熟
が
認

め
.り
れ
な

い

こ
と
・

切

投
荷

の
決
定

に
つ
い
て
船
長

に
責
む
べ
き
点
が
な
い
こ
と
、

ま
た
、
最
も
離

な
操
舵
器

の
故
障
と
過
失

の
争
占
{
に
つ
い
て

は
・
お
よ
そ
次

の
よ
う

に
機

し
て
、
㊨

被
告

は
船
製

不
堪
航
な
状
態

で
航
行
弍
、
せ
た

こ
と

の
過
失

に
つ
き

反
証

の
地霧

蜜

わ
な

い
・

と

し

た
・

す

な

わ

ち

・

萩

は
、

本

船

が

コ

ン
ト

〒

ル
を

失

う

に

至

っ
た

原

因

は
、

船

尾

骨

材

(ω
一
〇
『
「F
h
図、鋤
一冨
㊦
)

の
破

砕

に
あ

.勾
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O

と
田
心
う
.

し
か
し
破
砕
が
生
じ
た

原
因

に

つ
い
%

不
明
で
あ

る
.

こ
の
点

康

算

護
人

は
、

ぎ

ぎ

ξ

;

塁

一.・
りト・)

置

刈
Φ
に
お
け
る

フ
瞬フ
イ
判
肇

「
.
図
旨
)
の
見
解
を
依
拠
と
し
、
か
か
る
場
倉

は
、
被

告

に
不
可
避
的
援

(量

8
三
Φ
ー

ぎ

)

の
立
証
霧

が
課

せ
ら
る
ヒ臼
を
主
張
す
る
.

を

、
で
、
仮

に
原
告
側

の
主
張
を
容

れ
、
不
可
避
的
叢

の
挙
証
責
任
が
被
告

に
あ
る
と
す

る
な
ら
、
事
故

の
根
本
的
原
因

に
つ
い
て
全
-
証
拠
提
出
を
な
さ
な
い
本
件

の
被
告
が

こ
睾

証
を
履
践
し
て
い
な

い
こ
と
は
明
皇

あ

る
.
…

本

件

に
お

い
ブ、
不
可
避
的
叢

の
鯖

が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
被

告

は
船
体

の
馨

な
ど
禦

と

っ
た
欝

に
つ
き
+
分
な

証
拠
を
提
示
し
、
船
舶

の
構
造

に
発
見
可
能
な
羅

が
な
か

っ
た
と

い
う
点

を
証
明
す

る
こ
と
が
必
薯

あ

る
・
す
な
わ
ち
被
告

は
嘉

舶

に
つ
い
て
堪
航
能
力

の
提
供
お
よ
ひ
そ

の
維
持

に
相
当

の
注
意
を
犀

し
た

こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」

と
述

べ
た
上
で
・

　欝

繕
撫

紫
懲謙

灘
麟
灘

∴
鷹

嚇
遡

罫

欝

継
蕎

鵬蕪
る秦

饗

証鐸

噺講

と蔀

醐

は
、
塗

口
は
墜

尉
の
過
失

に
つ
い
て
立
証
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、

こ
の
場
倉

箋

推
蛋

康

告

に
と

っ
て
有
利
な
碕

で
あ

る
と
説

.

惣

し
た
.
そ
し
て
、
事
実
推
定
の
法
則
が
立
ム醐
壷d
れ
た
先
例
と
し
て
挙
げ
尊

;

…

・・;

」
㎝峯

ξ

塁

ω
鵠…

副戯

　類

鯵

漿
藤

継
嚇蕪

諜
辮

船

な
か

っ
た
と
し
て
、
ま
た
、

塗

口が
、
訴
篁

日
面

に
主
張
す
る
過
失
以
外

の
理
由

で
訴

え
る

こ
と
が
で
き
な
い
点
を
輻

し
て
・
請
求
罪



却

の
判
決
を
下

し
た
。

③

控
訴
院
判
決

占

条

ス
、

ニ
ュ
↓

三

、

お
よ
び

ネ
ぢ

ジ

ェ
三

と

い

っ
た
、
並
日
漢

上

の
請
求
原
因
を
も

っ
て
、

笙

に
対

し
油
害
養

を
求

め
た
土
地
所
薯

に
対

し
、
船
主
側

の
無
過
失
を
認
め
、

こ
の

一
占
鐘

窪

、

二
、
喜

ソ
ス
お
よ
び

ト

レ
灸

ス
の
訴

に
対
す

る
絶
対
的
抗
弁
と
し
請
求
却
下
し
た

一
審
判
決

は
、

こ
れ
を
不
服

と
す

る
土
地
所
薯

の
上
訴
手
続

に
よ
り
、
舞

台

を
英
国
控
訴
院

霧

し
て
争
わ
れ
た
.

そ
し
て
、

一
九
五
四
年

育

三
日
の
シ
ソ
グ

牛

ソ
、
一ア
ラ

グ
両
判
事

の
多
警

見

に
な
る

控
馨

判
決
は
・
第

蕃

の
デ
ブ

3

判
決
を
肇

し
、
控
訴
人
た
る
土
地
所
薯

の
請
求
藷

を
寳

た
.

す
な
わ
ち
、
控
訴
院

は
、

本
件

量

実
推
定
則
を
適
用

し
・
操
舵
器

の
藤

原
因

に
関
す

る
無
過
失

の
挙
証
責
隻

馨

訴
人
た
る
笙

側

に
緩

し
て
、

こ
の
証

明

を
履
践
で
き

な
か

っ
た
本
件
船
主
は
・

ネ
グ
茎

エ
三

の
虫貝
を
免
れ
な

い
と
し
た
の
で
あ

る
.
以
下

に
、
控
訴
院

の
各
判
事

の
見
解

の
大
要

を

示

せ
ぽ

次

の
よ

う

で
あ

る
。

シ
ソ
グ

ル
ト
ソ
判
事

(し・
尋

三

)

控
訴
院

の
多
警

暑

蔑

し
た
シ
ソ
グ

乍

ソ
判
事

は
、
審

理
を
専

ら
笙

の
過
失

の

問
題

に
集
中
さ
せ
た
。

ま
ず
判
事

は
控

訴
人
か
畠

立

の
あ

っ
た

曾

コ
<
§

・
喜

が
総

の
不
完
全
な
ま
ま
護

に
進
入

し
た

.」
と
、
㈱

同
船
が
河
岸

に
衝
突

し
た
こ
と
丙

同
船
が
四
・
・
ト
ソ
も

の
油

を
海
走

放
芒

た

こ
と
箋

、
被

控
訴
人

爵

す
る

運

の
航
海
過
失

ξ

い
て

は
・
原
難

判
官

の
贅

を
参
酌
し
た
の
ち
・

「
本
件

の
衝
突
事
故

は
、
通
常
な
ら
ざ

る
譲

で
あ
り
、
事
故
発
生

の
場
所

や
当
時

の
気

象
状
態
を
思
料
す
れ
ば
・
被
控
訴
人
た
る
船
主
が
適
切
な
注
意
を
尽
く
し
毒

ら
発
生

し
そ
う

に
な

い
霰

で
あ

る
」
と
述
べ
、

.」
の
占
…

の
裏
付
け
資
料

と
し
て
事

件
当
時

に
里

附

近
を
航
行
中

の
他

の
船
舶
が
、

い
ず
れ
書

尾
よ
く
航
海
叢

就

し
て
い
た
妻

を
提
示

(48)48



船舶轍 による海洋油濁 と被害第三者の損害(1)

　
　

　

し
て
、
被
控
訴
人

に
は
、

.」
の
占
荷

ら
か
の
反
証
が
必
要

で
あ
る
と
し
た
.

こ
の
よ
う

に
、
判
事
が
本
件
を
箋

推
定

の
法
則
が
瘤

さ

れ

る
事
件
と
み
る
の
は
、

;

に
、
被
控
訴
人
が
自
己

の
過
失

の
合
理
隻

胡

し
た
る
場
合

伊控

訴
人
と
し
て
嬉

失

の
よ
り
大
窪

蓋
然
性

を
証
明
す

る
必
要
が
あ

る
と
し
た
馨

判
事

の
判
也・
か
ら
導
ぎ
出

芸

こ
と
が
あ
り
、
加
え

て
・
叢

発
生

の
肇

駿

の
点

で

は
、
破
損

し
た
逡

骨
材

に
茜

し
、
船
舶
が
堅
固

で
あ
り
さ
え
す
れ
ば

発
生

し
な

か

っ
た
で

あ
ろ
う
と
推
込
嗣
し
・
本
件

で
は
・
船
舶
が

海
峡

へ
進
入
す
る
以
前

に
船
尾
材

(・
仲。
.
・
智
・貯)
に
驚

が
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
、
被
控
訴
人
が
相

当
窪

意
を
払

っ
て
お
れ
ば

そ
う
し
た
事
態

起

.」
り
、羨

い
と
判
断
す
る

の
が
謹

で
あ

ろ
う
と
付
言
し
て
、
本
件
を
、
事
実
推
定

の
法
則
が
適
用
さ
れ

る
事
例

と

し
て
処

理
し
た
.
差

、
判
事

は
、
被

控
訴
人

の
萌

が
注
意

の
合

罷

を
充
芝

裏
付

け
、
過
失

の
推
定
を
打
破
す
る
ほ
ど

の
も

の
で

あ

っ
た
か
と

い
う
占
描
の
検
討

に
及

ん
だ
.
そ
し
て
.」
の
判
断

に
、
ぎ

ζ
Φ
『量

;

身

・

の
Z

ブ
イ
判
妻

示
す
証
明
方
法
を
排
し

て
、
事
実
推
定
則
を
表
明
し
た

・.
。
帥
=
<

・
ピ
8

軌
8

ω
壽

ぎ

Φ
ω
∪
・
・
;

.
8
のΦ

の

干

ル
判
事

(国
量

)

の
判
齢
蔭

用

し
・

本
件

の
被

控
訴
人
が
蕩

な
証
明
を
行

な
・兄
る
場
A
・
に
は
、
被

控
訴
人

に
対
す
る
過
失

の
存
在
、
お

よ
び
過
失
と
損
害
と

の
因
果
関
係

に

つ
い
て
の
挙
証
責
任

(腿

控
訴
人
側

に
転
換
さ
れ

る
と
し
た
.
そ
し
て
、
問
題
と
な
る
蓬

訴

人
の
証
明

の
相
当
性

に
つ
い
て
判
事

は
・

.、
れ
を
消
極
的

に
解

し
、
被

控
訴
人

は
、
事
故

の
発
生
、
損
害
発
生

の
縷

、
事

故

の
発
生
前
後

に
お
け
る
船
尾
材

の
状
態

の
い
ず

れ
の

点

に
お

い
て
も
証
明
不
充
分

で
あ
る
と
し
、
控
訴
人
側

の
請
求
を
容
認
し
た
。

ま
た
、
判
事

は
、
原
出
聞が
他

に
請
求
原
因

と
し

て
提
出
す
る

ニ
ュ
↓

ソ
ス
お

よ
び
占

ス
パ

ス
に
関

し
て
綾

討
を
諄

・

こ
れ
ら

二
個

の
訴
権

は
、

い
ず
れ
も
必
要
行
為

の
法
則

に
よ

っ
て
消
響

ら
れ

る
こ
と
潅

認
し
な
が

ら
も
・
す
べ
て
故
障

の
原
因
が
蓬

訴

人

麹

縫

総

獣

讐

要
の
抗
弁
の
援
用
は
.晦
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、
過
失
の
存
否
.」《

判
決
を
左
右
す
る
カ
ギ
で

働49



デ

ラ

グ
判
事

(∪
Φ
言

邑

)

シ
ソ
グ

ル
ト
ソ
判
事
と
と
も

に
控
訴
院

の
判
婆

茎

日
い
た
デ

ラ

グ
判
事

は
、

馨

判
豪

、

本
訴

を
船
舶
衝
突
事
件
と
同

茨

元

で
論

ξ

れ
る
難

の
訴

訟
と
し
て
捉
え
、
す
べ
て

「
過
失
」
と

い
互

般
的
不
法
行
為

に
帰
着
す

る
問
題
と
し
た
点

糞

議
を
挾

み
、
控
訴

人
た
る
土
地
所
有
歪

と

そ

蕩

藷

求
原
因

は
何
か
と

い
う
観
占
{か
ら

の
ア
ブ

.
ー
チ
に

つ
と
め
・
控
訴

人
か
ら
請
求

の
あ

っ
乍

レ
ス
パ

ス
、

ニ
ュ
↓

三

、

お
よ
び
ネ
グ
茎

、
三

の
各
訴

訟
原
因

ξ

い
て
慎
窪

検

討

を
加

え

た
。

デ

ラ

グ
判
事

の
判
決
文

は
・
ま
ず

・土
地

に
対
す
る
ト

レ
ス
パ

ス
の
検
討

か
晶

始

さ
れ

て
い
る
.判
事

は
、
こ
の
不
法
行
為

の
訴
権
が

成
立
す

る
た
め
の
要
因
と
し
て
・
被
告

(被
馨

人
)
の
物
理
的
行
為
が
原
告

(控
訴
人
)
の
土
地

に
対

し
直
接
的

に
行
使
さ
れ
る
こ
と
が
欠

か
せ
な
い
と

し
・
そ
れ
を
裏
付
け
る
先
例

と
し
て

謹

・
H
。
h
。・
・
含

話

蒔
ぎ

客

軽
㊤・。
)
尾
』

」
臣

①
昌

刈
・
{
』

も

奏

①
唄
コ
。
冠
ω

<
・
Ω
.ゆ
旨

(§

)
一
ω
只

綾

お
よ
び
比
較
的
新
し

い

殉
§

<
」

ピ
葦

鼻

9

・
ピ
什負

謹

刈)
〉
・
。
』

①
な
ど

一
連

の
事
件

を
引
用
し
た
の
ち
・

そ
れ
ら
の
先
例

に
示
さ
れ
乍

レ
灸

ス
の
醤

、
と
く

に
墾

.
の
直
権

の
要
素
姦

調
し
て
、
控

訴

人

に

対

し
・

ト
レ
ス
パ
ス
の
訴
撃

否
認
す

る
.
す
な
わ
ち

「
本
件

霧

合
、
油

の
放
出

は
河

・
に
お

い
て
遂
行
さ
れ
た

の
で
あ
り
、
海
浜

に
対

し
て
直
接
行
な
わ
れ

た
わ
け

で
は
な

い
.
油

は
潮
流

に
乗

っ
て
控
訴
人

の
土
地
に
搬
入
さ
れ
た
が
、

こ
れ

簡

欝

な
箪

で
あ

っ
て
直

接

的

な
も

の
と

は

い
え
な

い
。

ゆ

え

に
ト

レ
ス
パ

ス
は
成

立

し
な

い
」

と
。

つ
ぎ

に
・
判
事

は
・
プ
ラ
イ
ベ
イ
上

章

サ
ソ
ス
を
検
討
す

る
.
そ

し
て
、

こ
の
ケ
玄

の
訴

の
馨

は
、
あ
る
者

(被
控
訴
人
)
が

自
己
も
し
く

は
他
人

の
土
地
芒

て
、
他
人

(控
訴
人
)

の
土
地

睾

宴

不
法

に
堕

、
せ
し
め
る
よ
、つ
な
醸

で
使

用
す
る
廷

啄

か
る
と
し
・

そ
の
責

任
塞

礎
を

ニ
ュ
喜

三

が
発
生
す
る
土
地

の
所
莫

よ
び
支
配

に
求

め
る
÷

ど
も
に
、
本
件

に
は
、
土
地
の
使

肝
と

い
う
要
因
が

な
く
・
単

に
海
上
で

の
船
貌

便
景

あ

っ
た

す
ぎ
な

い
か
ら
、
ゴ

ブ
イ
ベ
イ
ト

ニ
、
↓

三

は
成
芒

な
い
と

結

論
づ

け

た
。

C50) 50
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こ
う
し
て
、
控
訴
人

に
対
し
.

ト
レ
ス
パ

ス
お
よ
び
プ

ラ
イ
ベ

イ
よ

f

ナ
三

の
請
求
原
因

を
と
も
に
不
成
立
と
さ
せ
た
デ

鴨ヲ

グ
判
事

は
、
控
訴
人

に
と

っ
て
の
蕩

藷

求
原
因

の
深
究
を
、

パ
ブ

リ

・
ク

ニ
ュ
↓

ソ
ス
に
向
け
た
結
果

こ
の
不
法
行
為

の
成
立

を
認

め
る
.
判
事

は
ま
ず
、

「
℃
ロ
募

z
爵

塁

と

い
う
概
念
が
大
小
藻

の
侵
害
を
包
摂

す
る
も

の
で
あ

る
と
述
べ
た
の
ち
・
二

般
公
衆

の
塞

お
よ
び
箋

を
塾

口す

る
よ
う
な
方
法

に
よ
る
有
害

な
警

の
贅

は
、

一
盤

パ
ブ

リ

ッ
ク

ニ
ュ
ー
サ
ソ
ス
を
成
立
せ

し
め
る
」
と
し
、
か
か
る
碕

が
確
立
さ
れ
た
先
例
と

し
て
、
採

石
所

の
爆
発

に
関
す

る

菊
奮

睾

蚕

§

(釜

お
よ
び
通
称

「
爆
竹
事
件

(ω
£
げ
8
器
)
」
と
し
て
英
果

法
行
為

に
薯

な

ω
§

<
診

①
℃
夏

(§

)
を
蔑

超

・
そ
し
て
・
判
事

は
こ
の
古

い
先
例

の
法
則
を
、
近
代
的
華

件

鍾

入
し
、
大
略

つ
ぎ

の
よ
う
な
震

を
と

っ
て
、
パ
ず

ッ
ク

ニ

f

サ
ソ
ス
を
原
告

の
有
効
な

訴
権

と
し
て
評
価
す
る
.
す
な
わ
ち

義

々
の
土
地

で
あ

る
海
岸

に
藩

れ
公
衆

に
対

し
侵
害

と
不
快
を

も

た
ら
す
よ
う
な
情
況

の
下
で

海
走

油
姦

出
す

る
行
為

は
、
パ
。ブ
リ

ッ
ク

ニ
ェ
喜

ソ
ス
で
あ

る
.

か
か
る
行
為

は
、
普
通
法

の
処
罰

を
う
け
る
犯
罪

で

あ

る

ほ

か
、
油

に
よ

っ
て
、
と
-

に

覆

公
衆
が
受
け
る
呈

の
不
便
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
特
別

の
損
害
秦

っ
薯

に
は
・
損
害
賠
婆

請
求

し
う
る
私
埜

の
訴
権

が
認

め
ら
れ
る
.

レ」
の
訴
権

は
、
古
-

は
ケ
玄

の
訴

と
指
称
さ
れ
て
い
奈

・
含

で
は

瞬=

ー
サ
ソ
ス
の
訴

を
形
成
す
る
.

五

三

年

の
制
定
法

(。
三

鵠
冥
　

曹

σ
事

鋤
「
叶ー

>
9
)

が
可
航
水
域

で
の
油

の
流
出
を
刑
事
犯
と
し
て
即
決

に

処

罰

す

る

》」
と

は
鋸

の
と

.」
ろ

で
あ

る
.

し

か
し
そ

の

こ
と

は
、

必
ず

し
も
普

通
法

上

パ
ブ

リ

ッ
ク

ニ

ュ
ー

サ

三

が

竪

す

る
余
地

を

閉
ざ
す

も

の
で

は
な

い
.

し

奈

っ
て
、

本

件

に
お

い
て

撃

}①

習

に
四
・

・

ト

ソ
の
油

を
放
出

す

る
と

い
う
行
為

が

パ
ブ

リ

ッ

ク

ニ

、
↓

ソ

ス
に
該

当

す

る

.」
と

は
明
白

で
あ

る
.

け

だ

し
、

油

は
必
然

的

に
海
岸

に
押

し
流

さ
れ

る
で
あ

ろ
う

し
・

そ

の
響

の
蓋

然

性

に

つ
い

て
は
本

件

の
船

長

も

ま

た
等

し
く

認

め

る
と

こ
ろ
で
あ

る
か
ら
L

と

。

こ
の

こ
の
よ
、つ
に
し

て
、

原
出
口
に
パ
,プ
リ

ヅ
ク

ユ

ユ
み

ソ

ス
の
訴

因

を
認

め
た
デ

ラ

グ
判

事

は
・
第

蕃

判

決

の

争

点

で

あ

っ

た
、
立
襲

務
、
免
責
事
由
、
操
舵
器

の
霧

↓
藝

①
目
量

三

、曇

8

の
莇

、
事
実
推
定
則
・

馨

等

の
論
点
を
狙
走

の
せ
・

5ユ (51)



控
訴

人

は
、
油

の
漂

着

の
た

め

に
土

地
が

汚
損

さ

れ

た
と

い
う

一
点

の
事
実

を
除

け
ば

、

船
舶

上

で
発

生

し

た

一
切

の
事

項

に

つ
い
て
ま

っ
た
く
関

知

し
な

か

っ
た

の
で
あ

る

か
ら
、
被

控
訴

人

た

る
船

主

が
無

過
失

の
証
明

を

尽
く

し
え
な

い
か
ぎ

り
、

海

岸

の
清

掃
費

用

の
支

払

を
賠
償

す

べ
き

は
公
平

か

つ
合

理
的

な
解

釈

に
も
と
つ

く

と

述

べ
、

さ
ら

に
、

控
訴

人

は

ニ

ュ
ー

サ

ソ

ス
、

ネ
グ

リ
ジ

ェ
ソ
ス

の
い
ず

れ

の
訴

権

に
よ

っ
て
も
普

通

法

上

の
救
済

を
う
け

う

る
と

付
言

し
て
、
判

決

を
結

ん

で

い
る
。

そ

こ
で
以
下

で

は
、

こ
れ

ら

の
各

論
点

に

対

す

る
デ

ニ
ソ
グ

判
事

の
見
解

を
判

決

文

を
追

い
な
が

ら
摘

記
し

て
み

る
。

ま
ず

、

立

証
責

任

の
問
題

に
つ

い
て

は
パ
ブ

リ

ヅ
ク

ニ

ュ
ー

サ

ソ

ス
と

ネ
グ

リ
ジ

ェ
ソ
ス
と

の
主

た

る
差

異
が
、

一
つ
に

こ
の
立

証
責

任

の
点

に
あ

る

こ
と

を
指

摘

し

て
次

の
よ
う

に

い
う
。

パ
ブ

リ

ッ
ク

ニ

ュ
ー

サ

ソ

ス
の
訴

に
あ

っ
て

は
、

ひ
と
た
び

ニ

ュ
ー

サ

ソ
ス

の
事

実

が

証
明
さ

れ
、

か

つ
そ

の
現
出

が
被

控
訴

人

に
よ

る
点
が

立

証
さ
れ

れ
ば
、

法

律

上

の
挙

証
責

任

は
被

控
訴

人

に
転

換

さ
れ
、

こ
れ
を

証
明

で
き

な

い
か
ぎ

り

は
責

任
を

免
れ

え

な

い
。

こ
れ

に
対

し
ネ
グ

リ
ジ

ュ
ソ

ス
の
訴

で

は
、

立

証
責

任

は
概

ね
控
訴

人

に
あ

る
。

た
だ

こ

の
場
合

に
、

控
訴

人

は
、
事

実
推

定

則

に
類

似

し
た
仮

推

定

(胃

。
≦
巴
8

巴

箕

。撃

ヨ
讐
帥自

)

に
よ

っ
て
保
護

さ

れ

る
場
合

が
多

い
。

し

か

し
そ
れ

に
も

か
か
わ

ら
ず

裁
判

官

と

し

て

は
、
訴

訟

の
終

結

に
際

し
立

証
義

務

の
解

除

に

つ
い

て
自
問

を

迫

ら
れ

る

か
ら
、
万

一
こ

の
点
が

不
確

定

の
ま

ま
残

さ

れ

る

よ
う

な
場
合

に
は
、

控
訴

人

に
不
利

と
な

る

」
と
。

ま

た
、

ト

レ

ス
パ

ス
と
同

様
、

被

控
訴

人

に
対

し
て
立

証
責

任
が

転

換

さ
れ

る
パ
ブ

リ

ッ
ク

ニ

ュ
ー

サ

ソ

ス
に

つ
い
て

は
、
被

控
訴

人

に
免

責

事
由

(言
ω
叶三

。
p
怠
8

g

①×
2

の6
)

の
主
張

と

証
明

を
尽

く
す

義
務

が
あ

る
と
述

べ

て
、

ニ

ュ
ー

サ

ソ

ス
に
あ

っ
て
も
、

控
訴

人

た

る
土
地
所

有
者

に
過

失

の
立

証
義

務

を
負

わ

せ

る
第

一
審

判

決

と
訣

を
分

か

つ
と
と
も

に
、

デ

ニ
ソ
グ
判
事

は
、
審

理

を
免
責

事

由

の

問
題

に
う

つ
し
、

原
審

が

認

め
た
必

要

行
為

の
免
責
事

由

を

挙

証
責

任

の
問

題

に
絡

ま
せ
な
が

ら
論

究

し

て

い
く

。

こ

の
点

の
判
事

の
理

論

展
開

は
、

要

約
次

の
通

り

で
あ

る
。

ま
ず

、

必
要

の
抗

弁

に

つ
い
て
、

「
被

控
訴

人

は
当

時
船

舶

が
危

険

な
状
態

に
あ

り
、

油

の
海
中

投

棄

は
船

舶

の
離

礁

を
図

る

た

め

に
必

要

な

る
行

為

で
あ

っ
た
と

主
張

す

る
が

こ
れ

は

そ

の
か
ぎ

り

で

正
当

で
あ

る
。

し
か

し
問

題

は
、

(52)5`〕
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何
故

に
船
禦

河
岸

に
箋

し
た
か
と

い
う
占
州
に
あ
り
、
も
し
衝
突
が
船
習

体

の
解
怠

(書

集

)
基
因

に
す
る
場
合

に
は
疲

控
訴

人

の
当
該
責
任
阻
却
藷

は
そ
の

薫

を
も

・
て
消
滅
さ
れ
る
.
け
だ
し
、
自
己

の
解
怠

に
よ

っ
て
創
造
さ
れ
た
必
要
行
為

に
便
乗
す

る

馳、
と

は
明
ら
か
采

当
と

い
わ
ね
ば
な
ら
な

い
か
ら
で
あ

る
L
と
し
、

ま
た
立
証
責
任

に
つ
い

て
は
、
被
控
訴
人
た
る
笙

に
こ
れ
を
負

わ
せ
る
と
と
も
に
、
彼
が
免
責
を
享
受

し
う

る
た
め
に
量

な
る
必
要
行
為

の
証
明
だ
け
で
は
足
り
ず
、
油

の
放
崇

不
可

避
的

な
必
要

行
為

(鐸
昌
櫛
く
。
一鳥
餌
げ
一Φ
口
鎚

.、
騨
}、γ

た
だ
し

=
コ
卿
く
。
桝鳥
p
び
一。
と
い
-
証
明
は
笙

が
魯

乏

も
と
つ

く
も

の
で
あ

っ
た
こ
と

の
証
明
が
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
と
し
た
。

そ
し
て
.あ

無
過
失

の
立
証
問
題

は
、

つ
い
で

ぎ

§

。
毒

の
操
舵
器

の
破
損
問
題

へ
と
発
展

し
奈

・

デ

ニ
ソ
グ
判
覆

、
そ

の
原
因
が
何

で
あ

ろ
う
と
も
被
控
訴
人

は
別
段

こ
の
点

に
関

し
て
自
己

の
無
過
失
を
証
明

し
て
い
な

い
か
ら
責
任

を
免
れ
え
な

い
と
論
結
す
る
。

控
訴
人

に
パ
。プ
リ

.
ζ

、
-
サ

ソ
ス
の
訴
権

を
認
め
、
し
か
も
か
か
る
場
合

の
無
過
失

の
立
証
霧

を
船
主

に
対

し
て
求

め
る
一ア
ニ

ソ
グ
判
事

の
判
決

理
由

か
ら
す
れ
ば
、
す

で
に
土
辞

薯

の
葉

理
由
に
+
分

で
あ

り
、
特

に
ネ
グ
リ
ジ

ェ
ソ
ス
と
の
関
係

で
立
証
問

題

を
論
ず

る
.」
と

は
必
要

で
は
な
か

っ
た

の
で
あ

ろ
う
が
、
判
事

は
、

こ
の
不
法
行
為

に
対
し
て
も
検
討
を
加
え
・

ネ
グ

リ
ジ

ェ
三

の

訴

に
あ

っ
て
は
、
法
律
上

の
立
証
責
任

は
多
く

の
場
合
な
お
原
告

(控
訴
人
)
に
残
さ
れ
る
が

、
し
か
し
そ
れ
が
被
告

(蓬

訴
人
)

に
転

換
さ
れ
る
例
外
も
あ

り
、

抽」
の
例

と
し
て
、
デ

ラ

グ
判
事

は
、
↓
冨

蚕

・
薯

;

囲8

の
法
則
に
該

当
す
る
事
件
を
想
定
す
麺

そ
し
て
、
立
証
責
任
を
転
換
さ
れ
た
被
控
訴
人
と
し
て
は
、
不
可
避
的
事
故

の
証
明
、

つ
ま
り
座
肇

故
が
、
被
控
訴
人

に
よ

っ
て
蕊

さ
れ
た

の
で
嫉

く
、
彼

に
と

っ
て
回

避
で
き
な

い
成
行
が
原
因
妄

っ
て
惹
起
さ
れ
た

と

い
う
点

の
証
明

に
奏
効
す
る
こ
と
で
免
責
を

簸

鱗
ボ繁

鞍

一嫉
勧膨
露
嚢

嚢

嚢

趨
噸箔
羅

輪
∵

デ

ニ
ン
グ
判
謹

、
右

の
よ
、う
な
彼

の
見
蟹

反
し
て
、
被
控
訴
人

の
過
失

に
學

る
立
証
責
任
が
控
訴

人
に
課
せ

ら
れ
ソ・
よ
う
葛

合

脇



に
も
・
妻

推
定

の
法
則

の
導
入
を
認

め
る

こ
と

に
よ

っ
て
立
証
の
転
警

は
か
り
、

シ
ソ
グ

ル
ト
ソ
判
事

の
見
軽

同
意
し
、
ま
た
訴

馳

答
の
問
鵠

し
て
も
馨

判
蓋

蟹

反
対
し
て
、
控
訴
人
の
弦硝
求
を
容

れ
み瓦
.

御

モ
リ
ス
判
事

(ぎ

乙

控
馨

判
決

の
中

で
、

天

反
対
意
見
を
童
田
い
た
モ
リ
ス
判
事

は
、

控
訴
人

た
る
土
地
所
有
蓮

ト

レ
灸

ス
の
訴
権
を
認

め
て
・

土
地

の
走

何

か
が
投
げ

ら
れ
た
場
合
、
あ

る
い
は
風
な
い
し
水
流

の
作
用

に
よ

っ
て
物
が
土
地

に
湿

れ

た
場
合

に
は
、

ト

レ
ス
パ

ス
の
訴

が

成

立
す

る

と
考

・兄
た
。

モ
リ
ス
判
事

は
・
以
下

に
示
す
と

こ
ろ
で
明
ら
か
な
よ
う

に
、
海

に
近
接
す

る
土
地
や
海
岸

の
所
有
者

は
、
護

惣

よ
る
塁

目
と

い

っ
た

一
定

の
慧

(§

三
)
豪

り
易

い
運
命

に
あ
る
と
し
て
、

こ
れ
を
判
事

の
田
心
考

の
基
占
だ

し
た
.

判
事
は
.」
の
占
{を
次

の
よ
う

に
説
く
・

「
船
架

強
風

の
た
め

蓮

水
沈
没

し
、
あ

る
い
は
崔

に
押

し
流
さ
れ

て
壊
滅
す

る
と

い

っ
た
場
倉

、
海
岸

錘

破
物

の

破
片
や
船
蒙

警

さ
れ
・
汚
損

さ
れ
る
で
あ

ろ
う
.

か
か
る
事
態

は
不
換

な

こ
と

に
ち
が

い
な

い
.

し
か
し
そ
れ
は
、
妻

に
お
い

て
も
ま
た
甕

上
も
容
認
さ
れ
る
難

の
農

で
あ
る
恵

う
.

も
し
本
件
で

審

琶

号
が

⑤

ケ
ー
ソ
に
鶉

し

た
た
め
沈
没

し
・
船
荷
の
油
が

ω
.暑

.
轟

岸
に
漂
着

、

し
か
も
笙

側
に
何
ら
責
む
べ
く
讐

が
な
い
と
い
う
場
倉

、

土
地
所
薯

が
法

律
上
訴
権
奢

す
る
と
す
る
こ
と
縞

得
し
が

た
い
.

け
だ
し
、

ネ
ぢ

ジ

ェ
三

の
訴

は
不
可
能

で
あ

る
し
、

ト
レ
灸

ス
や

ニ
ュ
ー

サ
三

の
訴
撃

利
用
す

る
こ
と
も
ま
た
鑑

で
あ

る
.

か
か
る
撹

に
お
か
れ
た
土
地

の
所
有
者

は
、
自
己
が
う
け
易

い
危
険

に
対

し

て

は
耐

え

忍
ば

ね
ば

な

ら
な

い
」

と
。

モ
リ
ス
判
事

の
意
見

の
骨
子
を
な
す
右

の
法
理
は
、
す
で

に

琴

匿

く
』

看

§

ω
Φ

で
。フ
一フ
ッ
多

ア
ソ
卿

に
よ

っ
て
表
明

さ
れ

て
い
る
種

同
卿

の
見
蟹

う
け
て
判
事

は
、
船
舶

の
航
行

・
管
饗

よ
び
支
配

に
関
す

る
過
失

の
立
証
責
任
を
控
訴
人

に
対

し
て

琴

る
と
と
も

に
・
過
失

に
関

し
て
は
、

「
控
訴

人
は
、
船
長

の
過
失
を
主
張
し
、

ま
た
訴

篁

日
面

の
中

で
被
控
訴
人
が

二
、
ー
サ
ソ
ス



船舶轍 による灘 瀾 と被舗 三者の損害 ω

お
よ
び

ト
レ
ス
パ

ス
の
責
任
を
負
う

べ
き

こ
と
を
豊

て
る
.
し
か
し
、
本
件

の
如
き
事
撞

あ

っ
て
は
遍

失
あ
れ
ば
責
任
あ
り
と
い

っ
た
格
号
圓
で
控
訴
人

の
訴
が
遂
行
さ
れ
る
わ
け

で
は
な

い
.
仮

妄

ξ

三

に
近

い
平
隠
な
海
上
を
航
行
中

の
船
禦

・

何

ら
正
当

理
由
も
な
く
重

の
油

の
塗

投
棄
を
肇

』
決
定
し

(§

塁

こ

馨

蟻
)
、

し
か
も
油

が
潮
ま
た
慧

の
作
用

に
よ
り
塵

に

運
ば
れ

る
よ
う
な
状
況

の
下

で
実
章

こ
れ
た
と

い
う
場
食

は
、

か

三

、

ニ
ュ
↓

ソ
ス
が
成
立
す

る
・
ま
た
何
か
が
土
地

の
上

聾
鑓

縫

髪

轍
勲鋸

喉簸

鰻

慧
飴聾

総

宝
、
は
、
そ

の
籍

上
海

縷

し
て
土
地
を
所
有
す
る
黍

受
忍
す
べ
轟

類

の
危
険
で
は
な

く
・
航
窪

お
け

る
響

の
事

故
に
よ
る
も

の
と
は
い
.羨

い
か
ら
不
法
行
為

の
成
妾

防
げ
な

い
が
、
本
件

の
油

の
投
棄

は
、
船
舶

が
河
岸

鏑

座

し
た
場
合

の
も

の
で
あ

り
・
そ

れ

は
、

計
算

に
も
と
つ

い
た

行
為

で
あ

っ
た
わ
け
だ
か
ら

書

を
異

に
し
、

投
荷
は
必
要

で
蕩

な
行
為

で
あ

っ
た
と
判
示
す
る
・

ま

た
、
控
訴
人
か
ら
表

の
あ

っ
た
各
堤

に

つ
い
て
は
、
予
審
判
募

判
断
を
認

め
、
そ
れ
以
上

に
繕

醤

が
完
全

で
あ

っ
た
か
ぎ

か
の
究
明

は
回
避
し
た
.
ま
た
、
立

証
責
任

に
つ
い
て
も
、
控
訴
人
が
矯

す
る

穿

ξ

ぎ

;

誉

Φ

と
本
件
と

の
区
別
を
行

な

い
、
結

局

、
原

審

の
デ

ブ

リ

ソ
判

事

の
判

決

を
支

持

し

て
、
同

僚
判

事

と
挟

を
分

か

っ
た
・

ω

貴
族
院
判
決

笙

審
で
勝
訴
判
決
を
獲
得
し
な
が
ら
も
、控
訴
院
の
多
警

見
で
逆
転

さ
れ
た
笙

エ
ッ
者

油
は
・判
決
後

直
ち
に
英
国
震

院
に
対
し
て
圭

口手
続
を
と

っ
た
.
貴
族
院
を
震

す
禽

三

・三

茸

.a

Z
.
毒

塁

ピ
.隻

.§

き

『α

男
-。
。
。
.一頃

お
よ
び

ピ
。
.瓢

↓
騙
。
貯
Φ
・
の
各

メ
ソ
バ
杢

繧

、
本
件

の
鐘

を
、
専

ら
過
失

(ネ
ず

ジ

ェ
ソ
ス
)
の
論
点

に
照

射

し

て

欝

し
繕

果
、
鷲

、
笙

審

の
事
実
認
定
を
尊
享

る
結
論

に
芒

、
船
長

の
過
失

に
関
し
て
は
全
面

的

に
こ
れ
を
否
認
し
・
訴
答

薔

の
申
妾

項

に
挙
げ
ら
れ

て
い
な

い
船
舶

の
不
堪
航

に
関

し
て
は
、
船
主

に
反
証

の
霧

は
な

い
と
判
示
し

た
・
甦

箋

推
定

の

55(55)



法
則

に
つ
い
て
は
特
段
注
意
を
と
め
ず
、
パ
ず

ヅ
ク

ニ
章

サ
三

ξ

い
て
も
、

い
わ
ゆ

る
葎

貴
婆

・
妻

一。
・
ユ
.)

の
全
員
が
論

及
す

る
こ
と
な
く
・
上
告
理
由
を
認
め
、
事
件

は
、

二
転
、
三
転

し
て
終

結
し
た
.
以
下

に
、
貴
饒

の
各
裁
判
官

の
見
蟹

示
す
。

ジ

ョ
ウ
イ

ッ
ト
伯
爵

(冒

二

.
曇

)

ジ

ョ
ウ
イ

ヅ
ト
伯
爵

は
、

上
告
人

(団
ω
ω・
6
9
)

の
必
要

の
抗
弁
を
容
認
し
て
、

油

の
放

崇

乗
組
員

の
生
命
茎

の
た
め

に
必
要

で
あ

っ
た
と

い
う
事
実
が
、

ト

レ
ス
パ

ス
お
よ
び

二
、
喜

ソ
歪

対
す
る
有
効
な
抗
弁

に
な

る
と
解

し
て
審

理
を
専

ら
過
失

(ネ
ぢ

ジ

ェ
ソ
ス
)
の
問
題

に
向
け
た
.
そ
し
て
、
訴
答
中

の
第

二
の

主

張

事

実
、
す
な
わ
ち

④

薯

「
監

号

の
箋

は
同
船

の
航
海
過
失

に
茜

し
、
船
長

は
霰

を
黍

に
防
止
す
べ
く
髪

、
の
醤

を
怠

っ
た
こ
と
、
回

油

の

投
棄

は
不
要

か
つ
不
当
な
行
為

で
あ

っ
て
、
船
長

は
水
突

な

い
し
蜜

船

の
援
望

求
莫

き
で
あ

っ
た
こ
と
、

お
よ
び
修
正
訴

箋

日

面

に
付
加
さ
れ
た
・
㊨

ぎ

毒

喜

の
操
舵
故
障
と

こ
れ
を
智

つ
つ
護

へ
の
進
入

(投
鎌

方
向
霧

海
上
へ
の
引
返
等
を
選
ぽ

ず

に
)
を

決
定

し
た
船

長

に
過
失

.
技

能

未
熟

の
主貝
が

あ

る

こ
と
、

の
各

点

に
関

し

て

は
、
笙

審

の
デ
ブ

リ

ソ
判

決

を
支

持

し
、

全
面

的

に
船
長

の
過
失
を
否
認

し
た
。

ま
た
・
ぎ

ξ

量

…

8

を
依
拠
と
し
て
、
被
上
告
人

(ぎ

ξ

呈

ξ

・)
が
主
張
す
る
事
故
原
因

に
関
す
る
船
主

の

立

証
責

任

の
問

題

ξ

い
て

は
・

判
例

雰

折

し
た
上

で
、

区
別

(象
巴

品

巳
。。ゴ
ヨ
Φ
三

)
を
行

な

い
、デ

ブ

リ

ソ
判

事

と
同

様

、
ぎ

竃

.

.
、

。
冨

暮

零

ぢ
8

を
本

件

の
先

例

と

し

て
評

価

し

な

か

っ
た
。

こ
の
よ
う

に
ジ

ョ
ゥ
イ

ッ
ト
伯
韓

・
も
し
被
上
比
・
人
が
航
海
上

の
過
失

か
船
舶

睾

堪
航
鐘

由
と
し
、
墾

的
な
形

で
訴
訟
を
す

す
め
た
な
ら
ば
・
あ

る
い
は
事
件

は
別

震

開
を
み
せ
た
か
も
知
れ
な

い
ヒ・
を
洩
ら
し
な
が

ら
も
、
過
失

に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
馨

判

事
歪

確

に
判
断
し
て
お
り
・
ま
条

堪
航

の
申
立
が
な
か

っ
た
本
件

の
場
合

に
は
、墾

に
責
隻

課
す

こ
と
が
で
き
な

い
と
結

ん
だ
.
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船舶 事 故に よる海 洋 油濁 と被 害第 三者 の損害 ω

テ

ユ

ヅ
カ

ー

卿

(ピ
。
.
α

↓
ロ
。
貯
。
.
)

テ

ユ
ヅ
カ

蜘

は
、

ト

レ

ス
パ

ス

に

つ

い

て

も
華

の

意

見

を

述

べ

て

い

る

・

同

卿

は
・

ま

ず
油
の
投
棄
に
よ
る
海
岸

へ
の
星

.が
間
購

で
あ
る
レ、
と
を
理
由
に
ト
レ
委

の
成
妾

否
定
し
た
デ

ラ

グ
判
事
の
見
蟹

支
持

す

る
裏

明
し
た
上
、
さ
ら
に
先
例
を
掲
げ
、
公
道

の
利
用
者
間

の
訴

訟
や
公
道

の
利
碧

と
公
道

に
隣
接
す
る
土
地

の
占
薯

で
公
道

の
合
法
的
養

用
者

に
よ

っ
て
墾

、を
加

え
ら
れ
た
る
者
と

の
間

で
争
わ
れ

る
訴
訟

に
あ

っ
て
は
・
加
害
者

側

に
過
失

の
責
が
な

い
か
ぎ

り

(饗

の
証
明
は
被
害
書

あ
る
)
訴
権

は
発
生

せ
ず
、

被
害
者

は
ト
レ
ス
パ

ス
に
も
と
つ
く

損
害
賠
償
を
請
求

し
え
な

い
と
述
べ
て
・

重

ね

て
ト

レ

ス
パ

ス
の
不

成

立
を
明

ら

か

に
し
た
。

一フ
ド

ク
リ

フ
卿

(]「
O
叫α

菊
P
鳥
O
同
帥h「)

一フ
ド

ク
リ

フ
卿

は
、

ト

レ

ス
パ

ス
の
成
妾

否

認

し
、

ま

た
・

プ

ラ
イ

ベ
イ

よ

7

サ

ソ

ス

ξ

い
て

は
、

控
訴

院

の
デ

ニ
ソ
グ
判

事

の
見
解

に
同

意

し

て
、

上
告

人

に
は
響

の
意
味

に

お
け

る
プ

ラ
イ

ベ
イ

よ

ユ
↓

ソ

ス

の
責

任

は
な

い
と

し

た
。

一
方

、

ペ

プ
リ

ッ
ク

〒

、
サ

ソ

ス
に

つ
い
て

は
、

そ
れ
が

被

上
告

人

の
漿

原
因

に
な

り
う

る
と

し
な

が

ら

も
、
油

の
投

棄

と

の
関

係

で
は
、
圭

口
人
自

身

の
過

失
が

損
害

発
生

の
危
険

を
招
致

し
た
と

い
う

の

で
な

け
れ

ば
疲

の
主
張

す

る
よ

う

に
人
命
救
助

に
い
で
た
必
要
行
為
が
抗
弁
と
な
り
う
る
と
し
て
、
同
僚
判
事

と
同
様

に
過
失

の
問
題

に
考
察
を
し
ぼ

っ
た
・

判
事

は
ま
ず
、

過
失

の
立

証
責
任

に
つ
い
て
、
要
約
次

の
よ
う

に
い
う
。

「
被
上
告
人

は
、
本
訴
を
複
数

の
方
式
で
遂
行
で

き
た
で
あ

ろ
う
.
そ
の

;

は
、
↓
げ
①
三
Φ
・量

;

膏

Φ

の
経
路
を
踏
む

こ
と
で
あ

る
.

こ
れ

は
、

船
舶
が
河
岸

に
衝
突

し
を

い
う
事
実
を

も

っ
て
過
失

の
証
明

に
な
る
と

い
う
解

釈
姦

み
と
し
、
上
告
人

に
対
し
て
そ

の
点

の
反
証
を
課
す
る
も

の
で
あ
る
・
本
件

は
・
船
舶
が

河
岸

に
衝
突
し
た
事
件
で
あ
り
、

停
泊
中

の
船
舶

へ
衝
突

し
た

↓
;

ぎ

ぎ

梓
勺
身

Φ

と
は
性
肇

異

に
す
る
・
し
か
し
な
が

ら
・

事
故

は
そ
れ
泉

過
失

の

忌

の
証
拠
と
な
り
、
仮

に
被
上
告
人
が
訴
訟
を

こ
の
方
式

で
す
す
め
た
場
倉

は
・
上
告
人

の
立
証
歪

を

霧

し
た
控
訴
院

の
多
数
贅

呈

当
で
あ

っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
.
す
な
わ
ち
上
告
人
と
し
て
は
、
さ
ら
に

暴

進

め
て
・
操

嚢

置

5iC57}



の
故
障
防
止

の
た

め
合

理
的
な
醤

を
怠

ら
な

か

っ
た
点

に
つ
い
て
も
証
明

し
な
け
れ
窪

ら
な

い
の
で
あ
る
.

と

こ
ろ
が
、
被
圭

、
人

謁

は
か
か
る
訴

訟
方
法
を
潅

ず
・
明
細
書

(臣

【雪

・
邑

に
明

ら
か
な

考

に
船
舶

の
運
航

に
関
す
嘉

長

の

運

の
行
為

麺

由
レ
鋤

し
て
提
訴

し
た
・
詳
言
す
れ

ば
・
船
舶

の
操
舵
器
が
薩

し
て
作
動
し
な

い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
あ

る
い
籍

尾
骨
材
、
方
向
舵
、
推
進

(

器

に
楊

が
発
生
し
て
い
を

も
か
か
わ
ら
ず
、

船
長
が
海
峡

に
船
舶
を
進

め
た
占
{
に
過
失
が
認

め
ら
れ
る
の
で
あ

っ
て
、

こ
れ
が
有
能

な
船
長

で
あ
れ
ば
外
海

樟

止
す
る
か
、
水
突

芒

く
量

船
を
利
用
す
る
か
、
ま
た
は
海
峡
進
入
前

に
穆

箇
所

の
占
穫

.
修
繕
を

な
す

か
・

あ

る
い
は
少
な
く
と
も

河
崔

衝
突
詰

さ

つ
注
意
深
く
航
行

で
き

た
は
ず

で
あ

る
、

と
主
張
す
る

の
で
あ
る
.
被
圭

口
人

は
・
豊

が
船
舶

を
護

髭

め
た
こ
と

は
表
題

の
ひ
と

つ
と
し
て
訴
筐

挙
げ
る
も
、
圭

口
人
が
、
船
舶
を
不
堪
航
な
状
態

で
航
行
さ

せ
る
こ
と

ξ

い
蓉

認
し
た

こ
と
の
憲

は
挙
げ

て
い
な

い
」
と
述

べ
て
、
被
圭

口
人

に
対

し
て
明
墾

嗣
の
実
黎

な

い
と
し
た
予
審

判
事

の
判
断
を
支
持

し
て
、
上
告
人

の
請
求
を
認

め
た
。

ノ
↓

ソ
ド

卿
・

モ
ー

ト

ソ
製

ピ
.
a

Z
・
毒

p
垂

琶

含

・
§

・
穿

塁

叶8

)

ノ
↓

ソ
ド
卿

も

、

ト

レ
ス
パ

ス

お

よ

び

ニ
ュ
ー
サ
ソ
ス
ξ

い
て
は
特
別

に
論
及

せ
ず
、
考
察

を
過
失
膝

ぢ

ジ

、
ソ
ス
)
の
問
題

に
し
ぼ
り
、
訴
答
書
面

の
中

で
圭

口
人

に

証
明
が
求

め
ら
れ
た
過
失

に
関

し
て
は
、
船
長

ξ

き

こ
れ
を
否
認
し
、
し
た
が

っ
て
.あ

場
食

は
、
同
時

に
笙

ξ

い
て
も
否
認

さ
れ

る

と
述

べ

て
、

上

告

理
由

を
容

認

し
、

モ
ー

ト

ソ
卿

も
同

趣
旨

の
意
見

を
述

べ
て

こ
れ

に
続

い
た
。

(
、
)

(
愚

〉
・
。
』

。・
、
(
δ
㎝
心
)

悼
。
』

・
語

(
垂

・・
と

一』

』

」

悼
。
ら
・
本
判
例

を
ト
ー
キ

ャ

ニ
オ

ン
号

事
件

と

の
関
連

で
触
れ

た

研

究
と
し

て
は
・

ρ

≦

貯

§

鳶

冨

ピ
Φ
塗

ω
・
;

Φ

↓
・
塁

。
。
暑

コ
・
。
琶

象

ピ
帥
妻

勺
叫
・
三
①
ヨ
ω

甕

ら

・
鐸

が
あ

り
、

本

稿

の
貴

重

な
資

料

と

な

っ
た
。

(
2
)

(
鍾

ピ
q
憲

£

§

・

本
件
は
、

原
告

が
、

そ

の
所
有

地

の
外
側

を
走

る
公
道

に
篭

す
る
大

馬
車

の
た

め

に
、

採
光
を
蓼

.
さ

れ
、



ω船舶 事 故 に よる海洋 油 濁 と被 害第三者 の損 害

ま

た
そ

の
馬
糞

が
発
す

る
悪

息

の
た
め
、

土
地

に
影
響

を
う
け

た
と
し

て
訴

え
、

裁
判
所

が

こ
れ

を
認

め

た
事

件
で
あ

る
。

(
3
)

判
藻

、

こ
の
蓮

を
肇

し
た
判
例
と
と

」
、
。
曇

二
:

'
穿

三

蔓

(
毎

)
笛
。・
こ

』

島

。。・
登

一峯

二

ξ

甑

(毒

〉

一
〇

〇

・

嘗ロ
・

一
N
・

O

¢
闇
一
①
『

卿

℃
o
℃
歳

門
[
瓢

く
'
O
曽
≦

Φ
算

ω
o
コ

一
、伸
ユ

(
一
〇
N
蒔
)

bこ

図

.

こご
'

刈
9

を

あ

げ

る

。

(
4

)

本

稿

六

六

頁

以

下

参

照

へ
5
)

本
件

は
、

7

ズ
イ
河
を
下
降
中

の
被
告

の
船
禦

突

然
停
泊

中

の
原
告
船

に
衝
突

し

た
。

控
訴

院
は
、

被

告
が
繰
舵

器

の
薩

を
証

明
す

る

だ
け

で
は
充

食

、
な
く
、

そ

の
故
障

の
理
由
を
証
明
す

べ
き

だ
と
判
決

し
た
。

フ
ラ

イ
判
事

は
、

「
不
可
避

的
事
故

の
立

証
責

任
は

被

告

に

あ

.⇔
。

彼

は
次

の

い
ず

れ

か

の
占
{
を

証

明

し

な

け
れ

ば

な

ら

な

い
。

す

な

わ

ち
、

何

が

事

故

の
原

因

で
あ

っ
た

か

・

ま

た

そ

の
原

因

の
結

果

が
不

可

避

的

で
あ

っ

た

.』
と
、

ま

た

繕

果

を

招

来

し

た
あ

ら

ゆ

る

原

因

を
示

す

と

と
も

に

そ

の
結

果

が

不

可

避

で

あ

っ
た

こ
と
」

と

い
う
・

(
6
)

当

時

、

コ

鵠
く
。
同
℃
・
・
寡

」

の
近

く

に

は
、

同

じ

く

原

告

会

社

薯

の

タ

ン
ぞ

「
団

.・

.・
。

。・
。
≦
§

。
。

号
」

お

よ
び

別

に

「
Ω

斎

げ
同
碧

号
」

の

二
隻

が
、

プ

レ

ス

ト

ン

へ
針

路

を

と

っ
て

い
た

が
、

こ

の

二
船

は
、

い
ず

れ

も

航

海

を

成
就

さ

せ

て

い

る
。

こ

の

二
船

の
船

長

の
証
書

か

ら
当
時

の
天
候

な

い
し
海
上

の
状

態

を
墾

ば
、

「
気
象
状

態

は
余

り
良

好

と
は

い
え
ず
、

風
は
北
西

か
ら
吹
き

か
な
り

の
大
波

が
あ

っ
た
・

…

私

は
通
航

は
+

分

可
能

と
思

っ
た
。
」

「
海

上

の
状
態

は
異
常
な

管

の
葉

候

と
は
い
・手

、

普
段

よ
り
悪

い
と
い

う
程
度

で
あ

っ
た
」

「
こ
の

程

度

の
気

象

は
プ

レ

ス
ト

ン

に
向

う

場

A
口
や
、

他

の
場

所

に
お

い

て

も

屡

々
経

験

す

る
も

の

で
あ

っ
た
」

と

い
う

こ
と

で
あ

り
・

決

し

て
異

常

天

候

だ

っ
た

と

は

い
え

な

い

よ

う

で

あ

る
。

(
7
)

(
蜜

)

・。
即

ρ

翼

§

・
「
過
失

に

つ
い
て
は
、

合

理
的
な

証
明

が
必
要

で
あ
る
。

し
か
し
、

事

物

が
被
告
ま
た

は
そ

の
被

用
者

の
謡

下

に
あ

る
と

い
う
点

の
証
明

が
あ

り
、

し
か
も

管
響

が
適

切

な
注

意

を
払

う
か
ぎ

り
事

物

の
通
常

の
使
用

に
お

い
て
事
故

が
発
生
し

な

い
と

い

、り
場

A
q
に
は
、

墾

口
の
証
明

が
な
く

と
も
注

意

の
欠
如

の
た

め

に
発
芒

た

こ
と
を
合

理
的

に
証
明

し
た

こ
と

に
な
る
」
・

(
8
)

判
事

は
、

次

の
き

り
に
船
主
側

の
立
証

霧

を
叢

す

る

↓
g

=

帥
8

蚕

(
零

)

℃
.
。・
p

の

。・
露

切
三

判
募

轟

を
高
く

藩

す

る
。

「
衝
突

を
招

い
華

情

の
盟

な
証
明

に

つ
い
て
過
失

の
推

定
が
あ

る
場

合
は
、

ピ
ぎ

。
<
。
唇

に
不

利

と
な
り
・

船

差

反
証

の
義

肇

あ

る
。

.』
の
場

A
.
の
反
証
は
、

船
舶

の
操
舵

が
故
障

し
て

い
た
と

い
う
点

で
あ
り
、

船

主

に
と

っ
て
回
避

で
き

な

い
霧

で
あ

る
・

し

た

が

っ

て
、

船
主

は
、

船
舶

の
操
舵

護

が
故
障

し
た

た
め

旨

己

に
な
す
術

が
な
か

っ
た
と

い
う

主
張

の
み
で
は
反
証

し
た
に
あ
ら
ず
・

当
該

故
障
が

A
口
理
的

な
注
意

お

よ
び
技
能

の
行
使

を
も

っ
て
し

て
も
回
避

す

る
こ
と

の
で
き

な
か

っ
た
も

の
で
あ

る
と

い
う

証
明
、

あ
る

い
は
・

自

己

が
故
障

を
回
避

す

る
た

め
あ
ら
ゆ

る
合

理
的
注

意
と
技
能

を
行
使
し

た

こ
と
、

お

よ
び
合

理
的
注
意

な

い
し
技
能

の
行

使

が
あ

っ
て

も
な

お
回
避

で
き

な

(59)59



い

よ
う

な

原

因

に

よ

っ

て
故

障

し

た

と

い

う

点

を

証

明

す

る

義

務

は
、

船

主

に

あ

る

」
。

(
9
)

こ

の
ほ
か
・

シ
ン
グ

ル
ト

ン
判
事

は
、

船

主
は
、

そ

の
所
有

・
占
有
を
問

わ
ず
海
岸

の
人

に
対

し

い
か
な
る
霧

.
責
任
も

負
わ
な

い
と
主

張

す

る
被
告
側

弁
護
人

ネ

ル
ソ

ン
氏

の
論
旨

を
否
定

し

「
船
主

は
、

盒

的

に
行
動

す
る
霧

、

婆

口
す

れ
ば
船
舶
を
管
理
す

る
A
.
理
人

が
海
岸

の

入

に
対

し
損
害

を
量

る

よ
う
な
行
為

を
行
な

っ
て
は

な
ら
な

い
と

い
う
義
務

が
あ
る

と
」

し
、

ま

た

「
判
決
が
船
舶

の
航
行
上

の
過
失

に

つ
い

て
船

髪

免
責

す
る
場
合

に
は
、

同
怪

船
主

に
そ
れ

を
認

め
る
こ
と
が

σ
Φ
§

H

で
あ

る
」

と
述

べ

て
、

整

口
間

の
地
位

に
よ
る
差
別

を
否
定

し

て

い

る

。

(
01
)

の
①
器

σq
呂

塁

監

く
』

6
讐

σq
ぎ

(
薯

;

。
・
・…
ρ

に
お
け

る

芝

ユ
・・
葺

卿

の
見
蟹

参
照
.

(
11
)

そ

れ
ぞ
れ
・

(
藝

)

麹

ρ

空

三

ミ

ω
=

芝

』

』

・・
㊤
巴

削
者

は
、

採
石
所

の
所

有

者

(
整

口
)

が
岩
壁
爆

破

の
際

に
過
量

の

火

薬

を
穴

に

つ
め
・

こ
れ

が
原
因

で
大

暴
発

が
馨

、

爆

風

の
た
め
飛
散

し
た
岩
石

が
近

隣

の
家

.
庭

.
道
路
等

に
落

下
し

た
と

い
う
事
件

で
あ

る
・

こ
の
事
件

で

窪

。
9

≦

ぎ

.・
℃
。
冨

言

巴

』

旨

噸
ω
冨

な
ど
薯

な
裁
判
寡

、

整

口
に
パ
ず

ヅ
ク

ニ

ュ
↓

ン
ス
を
認
定

し
た
・

ま

覆

者

の
事

件

は
羅

す

る

了

ケ

ッ
ー

に
爆
竹

を

投
げ

込
ん
だ
被

告

の
責

任
が
問

わ
れ
た
も

の
で
あ
り
、

デ

ラ

グ

判
事

は
、

.」
の

事

件

も

ま
た
パ
ブ

リ

ヅ
ク

ニ

ュ
↓

ン
ス
で
あ

る
と

い
う
.

ブ

ラ

ッ
ク

ス
ー

ン
判
事
も

-

レ
ス
パ

ス
蕃

定
し

パ
了

ッ
皇

ユ
↓

ン

ス
だ

と
考

え

た
・

デ

ニ
ン
グ
判

事
は
・

こ
れ

ら

の
先

例

と
本

件

の
特
徴

を
み

て
、

前

者

は
粂

の
安
全

(書

巳

に
か
か

わ
る
危

険
物

の
放

出
で
あ

り
・

本

件

の
油

の
流

出

は

単

に
国

民

の
慰

安

(.
§

{・
巳

に
関

す

る

も

の
で

あ

る

と

し

た

が
、

.」
れ

ら

は
決

し

て
、

ニ

ュ
ー

サ

ン

ス

の
法

理

(
b
旨

豊

の
醤

で
は
な
三

ユ
↓

ン
ス
の
難

(歪

)

の
籍

に
出

た
も

の
に
す
ぎ

な

い
と
し
て
、
重

視
し
な

か

っ
た
.<

.

～
<

⇔
民
ロ

(
21
)

判
事

は
・

笙

の
立

証
霧

と
不
可
避

的
な
必
要

行
為
を
裏

付
け

る
事

件

と
し
て
、

ト

レ

ス
パ

ス
の
事

件
で
あ

る

≦

。
.
<
.
.

(
δ
δ
)

ぎ

σ
婁

謹

(
王
座
裁
判
所

が

「
全
く

過
失

な
し
と
さ
れ

る
以
外

緩

済
を
否
琴

る
」
と
し
華

件
)
と

豆

。
醤
Φ
昌
、
。
コ
<
.乏

餌
侍
.
。
p

(
露

ぎ

①
.。
』

笑

税

務
質

が
発
砲

し
、

こ
れ

が
原
告

の
眼

に
当

っ
た
事
例

で
、

裁

判
所

は

「
整

、
は
不
可
避
的

な
必
要

が
な
け
れ
ば
免

責

さ

れ

ず

…

三

の
証

明

芒

」

と

し

た

事

件

)
、

そ

れ

に

パ
ず

ッ
ク

ニ

ュ
↓

ン

ス

の
事

件

で

あ

る

↓
・ρ
鴎
目
団

く
5

ω
ぎ

コ

(一
QQ
刈
㊦
)

ち

.

じU
・
ω
三

ス

コ

ッ
ー

ン
ド

街

姦

明

す

る
街

灯

蓋

行

人

の
頭

上

に
落

下

怪

我

を

さ

せ

た

事

件

で
、

一ブ
イ
ト

卿

に
よ

っ
て
、

パ
ブ

リ

ッ
ク

ニ

ュ

↓

ン

ス
の
私
訴

と
さ
れ

た
事

件
)

と

芝

}

鵬
.

<
.
。
・
ぎ

(ξ

ご
二

.
・…
。

(
公
道

に
隣
接

し
て
建

設
さ
れ

彙

の
切
垂

㈹
鋤
三
φ
)

が
風

に
吹
叢

さ
れ

た
事
件

で
裁
判
所

は

こ
れ

を
パ
了

ッ
ク

ニ

ュ
↓

ン

ス
と
認
定
し

た
.
箔
、
の
蛋

と
す

佃
と

こ
。り
は
、
↓
醇
『
『
《

∩
ゆ
ω
Φ

と

同
様
疲

告

の
財

馨

理

の
不
完
全

で
あ
り
、
被

告

は

こ
の
饗

柴

知

で
L
か
も

不
知

に
無
過

失

で
あ

っ
た
が
、
被

出
口
は
免

責
を
証
明

し
な
か

(60)6a



船舶事故による海洋油濁 と被害第三者の損害 ω

蕪
謙
総
鱗
毒

施
.簿

鰍
藤

　甥.馨

霧
　雛

鑓

躯助
駿
轟

の議
を誘
るヂ

…

四

英
国
不
法
行
為
法
上

の
請
求
原
因

識
磯
縫
羅
灘
纏61 (sl)



決
例

に
よ

っ
て
規
律

さ
れ

る

こ
と

に
な

る
.

そ

こ
で
本

節
で
は
・
鵠

損
害
を
う
け
た
蟄

・第

三
者
が
、
英
果

法
行
為
法

の
下
で

い
か
な

る
請
求
原
因

(訴
権
)
を
許
さ
れ
る
か
、

も

へ

言

い
警

れ
ば

・
船

舶
事

故

に

よ
る
海
洋

油

濁

が
、

英

国

の
普

漢

に
お

い
て
ど
う

い

っ
た
不

法

行
為

を
成

妾

せ
る

y」
と

に
な

る

カ

と

い
う
騒

ξ

い
て
概

観

し

て

い
き

た

い
と
思

う
.

も

と

よ
り
、

国
・・
ω・

馨

に
お
け

る
整

口者

の
請

求
原

因

も
、

ま

た

目
。
.
.《

。
§

ー

ω
。

に
お
け

る
英

国
政

府

の
そ

れ
も
、

と

も

雫

レ
ス
パ

ス
、

ニ

ュ
↓

ソ

ス
、

お

よ
び

ネ
グ

リ
ジ

ェ
三

蓮

由

と
す

る

も

の
で
あ

っ
た
か

ら
・

こ
こ

で

の
考

察

の
対

象

も

一
応

こ
の
三

つ
の
不
法

行

為

類
型

に
し
ぼ

り
、

前

記

の

南
.
、。
。
-。
、
Φ

に
お
け

る
各

審

級
裁
判
所

の
判
決

に
も
関
連
づ
け
な
が
ら
、
具
体
的

に
そ

の
馨

姦

討
し
て
い
く

こ
と
に
す

る
。

(62)62

D

ト

レ
灸

ス

(幕

.。
霧

)

英
法
上
、

一
磐

力
を
用

い
て
他
人

の
財
窪

學

・
る
権
利
を
星

口
す
る
場
倉

は
、

ト
レ
ス

く

パ

三

侵
害
訴
訟
)
と

い
う
歪

行
為

が

成
立

す

る
き

れ
、

こ
れ

に
は
、

不

動
産

(土
地
)

の
占
有

に
対

す

る
不
法

な

星

q

(け
..
、
℃
餌
.,.

三

塁

§

ω
霧

(。
§

鳴
§

簑
暮

§

)
と
、

他

人

の
占
有

す

る
有

体
動

産

に
対

す

る
不

法

な
星

口
(什
.Φ
ω唱
p
ω
ω
駄
鳴
神
。
韓
篤恥
黛
恥》
,

ミ
君
誉

)

と

が

あ

る
。

 土
地

に
対
す

る
ト

レ
灸

ス
は
・

正
当
鐘

鬼

も

と
つ

か
ず
他
人

の
占
有
す
る
土
地

(地
面
、
土
地
に
定
琴

る
建
物
、
地
下
、
空
間
を

含
む
)
置

接
的
か

つ
物

理
的

に
介
入
す
る

(巳
H
Φ
6
§

ζ

げ
透

…

三
巴

①
§

8
)

.芝

に
よ

っ
て
発
生
す
る
と
定
藝

れ
、
そ

の

い
う
成
立
要
件

は
・
動
窪

対
す

る
ト
レ
灸

ス
の
場
倉

も
、

ほ
ぼ
共
攣

る
.
そ
し
て
、
後
者

の
不
法
塁

。
の
場
食

は
、

一
盤

目
的
物
と

の
物
理
的
叢

と

い
う
萎

は
必
須
条
件

と
さ
れ
な

い
が
、
し
か
し
、

璽

口が
直
接
的

(二
一.。
。
;

…

ヨ
∋
。
α
一.
仲。
)
で
あ
る

こ
と
と

い
う
蒙

は
・
両
謹

不
可
欠

で
、

い
わ
ば

こ
の
不
法
行
畿

立

の
心
的
蒙

に
}め
ξ

と
理
解
す

る
の
が
、
英
国
の
学
説
、
判

例

の
伝
統
的
な
見
解

裁

祝
・

し
か
も
・
そ
う
し
た
構
肇

件

は
、
ト

レ
ス
パ

ス
三

、
↓

ソ
ス
と
を
区
別
す
る
場
合

の
有
力
な
決
め



船舶轍 による灘 油濁 と被害第三者の損害(1)

手
と
し
て
も
重
要
な
意
味
を
有
す
る
と
さ
れ
る
。

国
.。
、。
。
鋤
、
.
で
は
、
そ

.」
で
の
漿

の
作
用

に
ょ
る
海
浜

の
油
濁

と
馨

の
直
接
性
と

の
関
連
が
篁

蓼

ア
ブ

リ
ソ
判
事

に
は
出是

さ

れ

た
肇

あ

る

に
も

か

か
わ
ら
ず

、
控
訴

院

の
一ア
ラ

グ

判

事

、
貴

族

院

の
ラ
ド

リ

ッ
プ
卿

と

テ

ユ
ッ
カ

卿

は
・

と
も

に
そ

こ

で
の

膿

、が
間
接
的

に
留

ま
る
占
州を
藷

し

て
、
-
レ
委

察

成
立
と
さ

せ
た
.
そ

こ
で
ま
ず

は
こ
の
辺

の
薫

か
ら
盗

討

は
じ
め
た

し

ト

レ

ス
パ

ス
、

と

り
わ
け

土
地

に
対

す

る

ト

レ
ス
パ

ス
は
、

そ

の
「
土
地

の
占

有

に
不

当

に
干

渉
す

る
」

と

い
う
定
義

か
ら
・

後
述

す

る

羅

糠

謙

影
解
」.,藁

騨
難
蓑

饗

の難

躍
賊蘇

簿

り

は
当
初
訴
訟

の
勝
敗

に
大
ぎ
-
影
響
し
た
か
ら
、
英
国

の
学
説

お
よ
び
判
例

は
、
両
者

を
区
別
す

る
羨

の
発
是

長

い
こ
と
傾
頭
し

て
き
た
.

い
ま
、」
の
占
州を
判
例

史
に
よ

っ
て
、
極
-
大
ま

か
に
跡
付
け

る
な
ら
ば
、笙

五
世
紀

の
は
じ

め
・
ヘ
ソ
リ
幽

芸

ω
.㊤

-
塁

の
時
代

に

蕩

倉

エ
!
サ
ソ
ス
訴

訟
L

(帥
。
仲ぎ

三

げ
:

ー

ぎ

曇

8
)

の
救
済
方
蒙

現
わ
れ
て
か
ら
の
ち
は
・

妨
害
行

為

が
墾

口
の
土
地

に
お
い
て
発
生

し
た
場
合

は
、
状
況

に
よ

っ
て
不
動
讐

復

馨

た
は
暴
力
馨

(齢壽

ー

ミ

ミ
豊

と
さ

離
蕪

蕪

鑛

、鱗
筆

嚢

で麺
護

群
そ義

遷
鞍

の

「
躍
一ω
叶。
H団

騨
ロ
島

・。
。
賃
。
①
ω
。
;

Φ

。
。
ヨ

ヨ
8

ピ
　

」

に
挙
げ

ら
れ

る

臼
ξ

ぎ

h
ω
曇

き

『
蓬

p.
ωΦ

(屋

、
.
葺

で
は
、≧

河
川

の
近
く

に
穴
を
堀
り
、
子
牛

の
隻

を
埋

め
た
石
炭
商

の
行
為
が
、
汚
染
を
謂

に
訴

え
ら
れ
た
が
・
裁
判
所

は
・
被
告

飢

行
為

力
原
出
口
の
土
地

に
加
え
ら
れ
た

の
で
あ
れ
ば
訴

は
ト

レ
ス
パ

ス
に
よ
ゑ

き

で
あ

る
が
・
そ
れ
が
授

出
み

志

に
対

し
て
行
な
わ

れ
た
の
で
あ
れ
ば
ケ
「
ス
の
訴
に
よ
る
と
判
決
し
た
.
そ
の
後

=
ハ
五
六
年

の

℃
　

§

⊇

Φ
H　

憂

轟

.
の
叢

を
馬

63(63)



第

天

世
紀

量

る
と
・
す
で

に
そ
れ
以
前

か
ら
裁
判
所
奮

酌

し
て
い
た

「
塁

、
が
直
接
的
な
り
簡

接
的
な
り
や
」
と

ヤ

う
基

準

磁

響
蝶
慰
欝
握
籠
翻碗
艦
雑
紅翻
溢
翻
凱
簑
ゲ
監
蘇
甥
駿
.璋
婬曝
の9齢
幹
繋

働

事

件

で
あ

る
が
・

フ

ォ
ー

ア
ス
キ

ュ
判

事

(蜀
o
ぽ
Φ
6
0
`
Φ
轡
)

は
、

蕩

合

ト

レ
ス
パ

ス
訴

訟

と
暴

力
璽

国訴

訟

と

は
、

名

称
も
性

格

も

異

る
・

前

者

は

ニ

ュ
↓

三

訴

馨

き

・

8
『
…

ぎ

・
)
と
呼

ぼ

れ

、
後

者

は
璽

口訴

訟

(餌
。
叶δ
コ
①
ω
帖蕊
ミ

賊黛
、黛
§
)
と

称
さ

れ

る
・

暴
力

侵
害

訴

訟

は
犬

ま

た

は
そ

の
占
有

に
対

し
墓

的

に

(一ヨ
「=
O
α
一"
梓
Φ
一く
)

行

な
わ

れ

た
不
法

行
為

ξ

い
て
提
起

さ

れ

る
も

の
で
あ

る

に
対

し
て

・場

合

ト

レ
ス
パ

ス
訴

訟

(什
同
・
ω
霧

弓

・
葺

・

8
ω・
)

は
、
間

接
的

塁

口

(一昌
象
村
㊥
6
什
Φ
ら
。
『
§

ωΦ
ρ
§

二
鋤
=

p
-

冨

)

に
対

し
て
提
起

さ

れ

る
。
本

件

は
、
占
有

に
対

す

る
不

法

侵
害

に
関

す

る
も

の
で
あ

る
が
、

そ
れ

は
直

接
的

な

歪

星

.
に
対

し
て

の
も

の
で

は
な

い
」

と
述

べ

て
・
原

告

の
申

妾

却

下

し

て

い
る
。

た
だ

こ

の
時

袋

は
、
ト

レ
灸

ス
を
理
由

と
し

て
訴

、乞

場
倉

、

直

接
的

権
利

侵
害

の
申

立

簡

接
的

損
害

の
主
張

を

も
付

加

し

て
行

な
う
方

法

が

許
さ

れ

て

い
た
た

め

に

(特
ミ

ミ

ミ

釦
隻

①
σq
巴

8

)
、

一
盤

ト

レ
灸

ス

の
訴

は
ケ

虫

の
訴

を
も

包
含

し
、

薯

は
併
存

的

で
あ

る
と

理
蟹

れ

て

い
た
.

そ

し

て
、

現
在

に
お

い
て
は
、

両
者

の
区
別

は
ほ
ど

ん
ど
断
念

さ
れ

た
肇

あ
り
、

ト

レ
灸

ス
な
り
や

二
、
↓

ソ
ス
な
り
や
が
明
確
で
な

い
場
合

に
は
二
題

の

併

合
訴

訟

と

し
て
訴

え

る

こ
と
が

認

め
ら

れ
、
実

用

性

の
面

か
ら

い

っ
て
も

そ

の
区
別

の
意

謹

大

き
く

失

わ
れ

て

し
ま

っ
て

い
る
.

し

か

し
・

た
と

え
訴

訟

方

式

(ぎ

.・
・
h
聾

・
づ
)

と

し

て

両
者

を
区
別

す

る
実
益

が
失

わ
れ

た

と

い

っ
て
も
、

訴

訟

原
因

(ー

..
。
h

蟄

8

)

と

し

て

の
ト

レ

ス
パ

ス
豊

ユ
喜

ソ

ス

は
、

事
実

上

な

お
別

個

の
も

の
で
あ

る

か
ら
、
各

々
の
不

法
行
為

概
念

を
明

轄

構

成

し
よ
う

と
す

る
場

倉

は
、

依

然

区
別

の
意
譲

讐

れ

て

い
る
も

の
と

い
わ

ね
ば

な
ら

な

い
.

そ

し
て
、

こ
う

し

た
識

別

を
行

な
う

場

合

の
重

要

禁

イ

ソ

ト
は
、
前

記

の
よ

う

に

侵

害

の
直

接
性

L

と

い
う
基

準

で
あ

る
.

つ
ま

り
、

璽

口
が
歴

口
の
土
地

に
対

す

る
物

理
的

な

干
渉

行
為

の
直

接

の
輩

で
あ

る

か
否

か
と

い
う

点

の
判

断

に
、

ト

レ
ス
パ

ス

の
成
否

が

か
か
る

の
で
あ

る
.

団
、、。

。
9
..

の
デ
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ニ
ソ
グ
判

事

の
紫
口
萎

借

り
れ

ば
、

土

地

に
対

す

る

ト

レ
ス
パ

ス

の
成

立

に

は
、

疲

告

の
行
為

が

、

原
告

の
土
地

の
上

に
・
被

告

に
よ

り
直

接

に
行
讐

れ

た
物

理
的

行
為

L

(
帥

葺

の壁

器

ユ
・
三

同塁

曇

・三

～

堂

三

奪

箋

)
で
あ

る

こ
と
が

必
要

な

の
で

あ

る
。

重

ね

て
、

ご

フ
ヅ
ク

条

ソ

(し尊
一帥
O
閃
伍けO
⇔
Φ
)

の
言

を

も

っ
て

い
う

愁

は
、

「
暴
力

馨

訴

訟

は
・

行
為

そ

琶

禁

他

の
人

の
身
体
も
し

(郭

は

財
産
権

に
対

し
て
直
接
的

に
璽

.な
も

の
で
、

し
た
が

っ
て
、

必
然
的

に
あ
る
種

の
暴
力
存

蕩

倉

・

成
立
す

る

」

の

で

あ

る

。

団
..。
。
-。
・。。

の
デ

ニ
ソ
グ
判
藻

、
前
記
先
例

を
ひ
い
て
、
同
件

に
右

の
よ

う
畿

立
要
件

の
存
在
を
否
認
し
・
そ
こ
に
お
い
て
腰

と
な
る
海
中

へ
の
油

の
投
棄
と

い
う
盤

庸
の
行
為

は
、

「
原
告

の
海
浜

(土
地
)

の
上

置

接
的

に
行
使
さ
れ
た
の
で
は
な
く
・

習

に

お
い
て
行

な
わ
れ
た
」
と
し
、
油
が
羅

に
の

っ
て
原
告

の
土
地

に
到
芒

た
事
実

は
・
ま

っ
た

く
間
藷

で
あ

っ
て
直
接

的

で

は

な

い
.
故

に
ト
レ
ス
パ

ス
は
成
芒

な
い
、

と
判
決

し
た
.
団
ω

ω§

ω
Φ

で
は
、

こ
の
よ
う
な
ト
レ
灸

ス
の
心
的
要
因

で
あ

る
侵
害

の
直

接
性

の
駿

に
注
視

し
論
究
す
る
裁
判
官

は
、

こ
の
デ

ラ

グ
判
事

天

で
あ

る
が

へ
た
芒

・
震

院
の
テ
ユ
ッ

カ
ー
卿
が
こ
の
デ

ラ

グ

曝

を
全
面
的
に
支
持
す
る
)
、
直
接
的
璽

。と

ト
レ
ス
パ

ス
と
を
関
連

つ
け

る
こ
と

竺

応
英
国

の
伝
統
的

な
判
例

.
学
説

の
霧

と

い
え

る
。

し
か
し
、
控
訴
院

の
デ

ニ
ソ
グ
判
豪

覆

的
侵
害

の
要
件
を
強
調
す

る
事
件

と
し
て
引
例
す
る

ぎ

穿

同
.
崎
。っ
。
三
ぎ

蓼

。
-。
・。Φ

窮

Φ
《
峯
。
葺

Ω
師
・
瞭
Φ

の
場
A
口
に
は
、

そ

こ
で
の
河
川

の
汚
染
や
噴
水

の
叢

が
、

い
ず

れ
も
被
告

の
占
有

に
な
る

璽

の

土
地
に
お
け

.。
活
動

の
輩

と
し
星

じ
た
も

の
で
あ

る
の
に
対
し
、罫

8
ω
Φ

の
よ
う
な
投
荷

に
よ
る

海

岸

の
油
濁

の
場
倉

は
・

必
ず
原
出
口
の
土
地

に
到
達
す

・。
に
違

い
な

い
物
勢

、
故
意

に
放
出
し
た
結
果
発
生

し
た
も

の
で
あ

る
か
ら
・
薯

を
混
同
す

る
こ
と
は
適

当

で
は
な

い
.

ト
レ
ス
パ

ス
を
成
立
さ

せ
.Q
不
法
な
立
入

(・
量

)
と

は
、

他
人

の
土
碧

い
し
錘

物
内

に
不
法

に
侵
入
す

る
と

い

う

直

接
性

の
典
型
的
な
も

の
か
ら
、
他
人

の
土
地

の
境
界
内

に
不
法

に
物
体

藷

く

(た
と
え
ば
・
石
を
投
げ
込
み
・
他
人
の
壁
に
攣

を

立
て
掛
戦

あ
る
い
は
壁
の
傍
に
屑
奪

な
ど
の
饗

と
い
ξ

乏

、
何
か
を
土
地
置

叢

讐

芸

う
と
す
る
・
や
や
直
接
性

65(G5)



の
稀

覆

場
合

を
も
含
む
も
の
と
蟹

れ
る
か
ら
、
被
告
が
、
自
然
力

の
た
め
に
歴

口
の
土
地

蓮

ば
れ
る
よ
盛

情
況

の
下
で
故
意

に

66

物鍛
噂
羅

難

鋤
鞭

驚

響

』墜
襲

藁

編

肋聾
W

および貴㌦

院

の
テ

ユ
ッ
亨

卿
が
説

い
た
、
公
道

の
事
故

に
関

す
る
特
殊

の
法
則

に

つ
い
て
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

お
よ
そ
・

「
公
道
」

の
交
通

に
は
、

一
定
量

の
危
険

の
発
生
が
必
然

・
不
可
導

あ

り
、
釜

上

の
人
お
よ
び
公
道

に
隣
饗

い
し
近

接

(屋

冨

琶

し
て
土
地

・
動
産
を
有
す

る
者

は
、

そ

の
交

通
の
輩

と
し
て
う
け
た
璽

口
に
つ
い
て
袈

口
者

の

過
失
を
立
証
で
き

な

い
か
ぎ
り
訴
権

を
有
し
な

い
と

い
う
、
釜

の
事
整

関
す

る
特
殊
窪

則

(什
監

岡・
乙

ρ
げ
碍
ぎ

《
・。
。
。
一餌
。
口
叶
.
瓢
一。
)
は
、

一
九

世
紀

の
半
ば
を
過
ぎ
蒔

点

に
そ

の
最
初

の
形
跡
を
認

め
る
こ
と
が

で
き

る
の
で
あ

っ
て
、

.あ

法
則
が
英
果

法
行
為
法

の
中

擾

透

す
る
様

は
・
比
較
的
明
縫

捉
え
る
こ
と
が

で
き

る
.
す
な
わ
ち
、

叢

に
、
公
道
上

の
事
故

に
関
す
る
特
殊
法
則

の
遡
源
は
二
占
…箋

す

る

と

い
わ

れ

・
そ

の

;

は

・
家

畜

の

ト

レ

ス
パ

ス

の
公

道

に

お
け

る
特

則

で

あ

り

、
二

つ
は

、
を

餌
5
。

<
』

Φ
喜

㊦
困
(
一
QQ
①
Qo
)
。
℃
・。
騨
.

お
よ
び

殉
琶

≦
霞

。
。
垂

.・
量

〈
・
〉
婁

ω・
茎

・・
ヨ

・
言

貯.
の
中

で
強
力

に
主
警

れ

た
。フ
一フ
ヅ
ク
ヴ

ァ
ソ
卿

の
見

解
が

そ

れ

で
あ

る
。

ト

レ

ス
パ

ス
の
最

も
古

い
起

源

の

ひ
と

つ
で
あ

り
、

茜

世

紀

の
中

葉

に
そ

の
事
例

が

認

め
ら
れ

る
家

畜

の

ト

レ

ス

パ

ス

(。
.
三

.

墓

霧

)
は
・

家
畜

の
所
薯

は
そ

の
家
畜
が
他
人

の
土
地

に
迷

い
込
む

こ
と

ξ

き
、

自
己

の
危
険

に
お
い
て

(讐

三
ω
℃
。
三

)
家

畜

の
管
理
を
な
す
べ
き
絶
対
的
な
霧

費

う
と
す

る
も

の
で
あ
り
、

そ
れ

は
、

お
よ
そ
過
失
と

は
無
関
係

の
籍

責
任

の
性
格
を
帯
び

た
不
法
行
為

で
あ
る

こ
と
は
周
智

れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
.

し
か
し
、

こ
の
家
畜

の
ト

レ
ス
パ

ス
の
法
則
は
、
そ

の
後

王

世
紀

に
、
公

道

か
ら
隣
控

紛
れ
込
む
家
畜

の
不
法
侵
害

に
対

し
て
は
適
用
が
な

い
と
す
る
判
決

か
あ
ら
わ
れ
、
釜

に
讐

合

せ
て
土
地
を
所
有
す

る
者

は
・

い
わ
ゆ
る

く
量

含

三

葺

〕§

の

霧

合
と
し
て
、
公
道
上

で
合
法
的

に
家
勇

管
理
す
る
者

に
対

し
豪

畜

の
逸
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出
責
任
高

う

こ
と
は
で
き
ず
、
そ
う
し
た
璽

目
は
彼

の
受
認
せ
ね
ば
な
ら
な

い
種
類

の
も
の
で
あ

る
と
さ
転

』

こ
れ
が
・

「
壽

の

ト
レ
ス
パ

ス
の
公
道
上

の
特
則
」
と
し
て
會

確
立
を

み
て
い
る
薪

で
あ
り
、
公
道
上

の
叢

の
特
殊
法
則

の
起
源

の

;

と
し
て
考

え

ら
れ

て

い
る
も

の
で
あ

る
。

ま
た
、

こ
の
法
則

の
別

の
起
源
と
し
て
は
、

運

の
貴
族
院
判
決

裏

明
さ
れ
た
ブ

ラ

ッ
ク
ヴ

ァ
麺

の
見
解
が
あ
る
・

そ
れ

は
・

い

ず
れ
も
判
決
理
由

の
査

と
な
る

に
は
至
ら
な
か

っ
た
が
、
し
か
し
、
そ

の
思
考

蔭

現
代

憲

覚
自

常
社
会
生
活

に
適
倉

・
現
在

の
霧

と
も
な

っ
て
い
る
.

こ
れ

は
、
公
道
上

の
交
通

に
竺

定
量

の
農

が
不
可
避

で
あ

り
・
盆

上

の
人
ま
た
は
公
道

に
隣
接

(近
接
)

し
て
土
地

.
財
産
を
有
す
る
者

は
、
聖

、者
側

の
過
失
を
立
証

で
き
な
い
か
ぎ

り
、
公
道
上
の
な

い
し
は
公
道

か
ら

の
侵
害

に
対
し
て
訴

撃

有

し
、え
ず

、

芳
、
の
馨

に

つ

い
て
馨

せ
ね

ば

な

ら
な

い
と

い
う

法
則

で
あ

る
.

殉
重

ω
<
』

Φ
葺

8

..
Φ

で
・

こ

の
法

理

を
。フ
一フ
.
ク
ヴ
ア
ソ
判
酸

次

の
よ
う

に
説
く
.

「
公
道
上

の
通
行

は
、
陸

上

・
塗

を
問
わ
ず

・
公
道
去

人
も
し
く

は
公
道

に
付
近

す
る
財
産
を
、

是

の
不
可
避
的
な
危
険

に
晒
す

こ
と
な
く
行
な
わ
れ
る
こ
と

は
不
罷

で
あ

る
・

し
奈

っ
て
・
公
道

の
通
行
者
や
公

道

に
隣
接
し

て
財
産
を
有
す

る
者

は
、
そ

の
不
可
避
的
危
険

の
侵
害
を
自
ら
引
受
け
た
も

の
と
考

え
る
の
が
相
当
で
あ

る
」
と
・
ま
た
同

卿

は
、
幻
圃く
Φ
・

≦

Φ
p
・
。
。
量

.ω
一。
昌
。
層
乏

〆
g
§

ω
・
;

ω
・

で
、

「
彙

が

通
行
権

奢

す

る
場
倉

隣
奪

る
財

産

は
・

そ

の
通

行

に
よ

っ
て
侵
害
を
う
け
㌘

ど

の
占
ぼ

、
商
店
、

窓
、
柵
な
ど
が
道
路
を
行
き
交
藁

物

に
よ

っ
て
破
饗

れ

る
馨

と
・
海

港

湾
、
可
航
水
鷺

隣
接
す

る
馨

簑

船
舶
に
よ

っ
て
馨

さ
れ
る
場
合
と

で
何

ら
暴

る
も

の
で
は
な
い
・
そ
し
て
・

い
ず
れ

の
場
合

に
も
、
そ
れ

に
よ

っ
て
財
産

に
墾

、
を
う
け
た
澄

、
相
手
方

の
過
失

の
存
在

と
賠
警

任

に

つ
い
て
立
証
で
き
な

い
呈

・
そ

の
塁

。

雛
擁

馨

難
隷

物纒
雛

難

鐸

蕪

費鯉
鑛

錘

欝

事
件

に
お
い
て
繕

手
方

の
過
失

の
立
証
霧

が
原
告

に
あ
る
と

の
轟

を
暗
示
し
た
.
そ
し
て
そ

の
後
・

こ
の
よ
う
な
法
則
は
ご

九

碑



二
四
年

の

量

.
;

・
冨

蓬

く
』

・
≦
暮

ω
8

犀

・
竃

什あ

マ
ヅ
カ

玉

ア
イ
判
事

(フ劇0
0
帥
H
α
一Φ

})

に
よ
り

、
並
日
通

法

の
法
理
と
し
て

雇

明
確

に
確
立
さ
れ
、

原
告

の
申
立

て
る
占

ス
パ

ス
の
訴
が
否
定

キ¢
れ
、

独
立
の
不
法
行
為
と
し
て
の

「
過
失

法
」
が
裁
判
所

に
よ

そ

注
視
さ
れ
て
、
種

々
の
理
由
と
訴
訟
技
術
上

の
便
蒙

程

っ
て
、
特

に
、
公
道

に
お
け
る
衝
突
事
故

の
場
合

に
は
康

止
雫

レ
委

で
訴
え
る
の
で
は
な
-
、

ネ
グ
ー
ジ

ェ
緩

で
訴

え
る
よ
う

に
な
り
、
そ

の
後

は
、
次
第

に

「
ネ
グ

リ
ジ

エ

ミ

　

ソ

ス
」
が

「
ト

レ
ス
パ

ス
」

を
圧
倒

し
て

い
く

こ
と

に
な

る

の
で
あ

る

穿

8
のΦ

で
は
・
貴
饒

の
テ

ユ
ッ
カ
蜘

お
よ
び
笹

審

の
デ
ブ

リ
ソ
判
事
が
、
右

の
公
道
酷

譲

の
法
則

に
注
視

し
、
加

害
者
た
る
笙

側

の
過
奈

な

い
こ
妄

指
摘

し
て
、
占

ス
パ

ス
の
訴
権
が
成
芒

え
な

い
判
示

し
た
.
ま
た
、
纏

近
接
す
る
土
地

や
葎

の
所
有
葎

難

破
物

か
ら
の
損
害
と

い
・つ
よ
う
塗

定

の
危
険

を
必
然
的

導

つ
け
易

い
運
命

に
お
か
れ
、

.あ

種

の
危
険
が
忍

従

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と

い

っ
た
法

理
に
立
脚
す

る
、
控
訴
院

の
言

ス
判
事

の
判
決

も
、
基
本
的

に
は
、
ヴ
一フ
.
ク
ヴ
ア
ソ
卿

の
田
心
考

を
裏

付

け
と
す

る
右

の
公

道

の
特
殊

法

則

に
も

と
つ

く

も

の
と

い
え

る
。

(68)68

(
-

)

後

掲

註

(
6

)
参

照
。

(
2
)

ト

レ
灸

ス
と

の
関
連
も
含

め
、

葉

不
法
行
為

に
お
け

る

二
、
↓

ン

ス
の
位
置
づ

け
を
行

な

っ
た
研
究

と
し
て
は
、

矢

頭
敏
也

「
葉

法

に
お
け

る

ニ

ュ
↓

ン

ス
研
究

へ
の
序

説
e

～
ω
」

早
蕾

法

学
三
+

暮

三

西

冊
、

三
+

二
竺

.
二
冊
、

が
詳

細

で
あ

る
.

(
3
)

被

告
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